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全
国
か
ら
出
場
さ
れ
た
32
名
の
熱

唱
が
今
年
も
素
晴
ら
し
い『
感
動
』を

与
え
て
く
れ
ま
し
た
。

　

10
月
19
日
正
午
過
ぎ
、
ス
テ
ー
ジ

で
は
、
昨
年
優
勝
者
の
野
田
桜
子
さ

ん（
東
京
藝
術
大
学
１
年
）と
山
岸
裕

梨
さ
ん（
名
古
屋
市
立
菊
里
高
等
学

校
３
年
）が
ウ
ィ
ー
ン
留
学
報
告
演

奏
会
と
し
て
、
成
長
し
た
歌
声
を
披

露
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

本
選
の
歌
唱
を
終
え
た
10
名
が
見

守
る
な
か
、
審
査
発
表
へ
と
続
き
ま

す
。
審
査
の
結
果
、岡
友
一
さ
ん（
岡

山
県
立
倉
敷
青
陵
高
等
学
校
３
年
・

18
歳
）が
今
年
の
第
１
位
に
輝
き
ま

し
た
。

　

岡
さ
ん
に
は
文
部
科
学
大
臣
賞
や

ラ
イ
プ
ツ
ィ
ヒ
賞
を
は
じ
め
、
後
援

団
体
各
賞
、
瀧
廉
太
郎
賞
と
し
て

ウ
ィ
ー
ン
留
学
助
成
金
60
万
円
が
贈

ら
れ
ま
し
た
。

　

３
年
連
続
出
場
を
果
た
し
、
た
ど

り
つ
い
た
念
願
の
頂
点
。

　
「（
自
由
曲
で
は
）最
高
音
が
き
ち

ん
と
き
ま
っ
た
の
で
良
か
っ
た
。
こ

の
大
会
の
優
勝
を
目
標
に
し
て
き
ま

し
た
の
で
、
い
ま
ホ
ッ
と
し
て
い
ま

す
。（
来
年
の
ウ
ィ
ー
ン
留
学
で
は
）

本
場
の
オ
ペ
ラ
歌
手
の
方
の
演
奏
を

観
た
り
、
聞
い
た
り
し
て
、
多
く
の

こ
と
を
学
ん
で
き
た
い
で
す
。
こ
ん

な
に
親
切
で
優
し
い
、
心
配
り
の
行

第68回瀧廉太郎記念 全日本高等学校声楽コンクール

希望の歌声　未来に響く
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〔写真説明〕　①歌唱順を決める抽選会　②姉妹都市仙台市の奥山恵美子市長か
らのメッセージを持参した仙台市代表の大平愛理さん（常盤木学園高校３年）　
③歓迎レセプションで実行委員とも交流を深める　④今年も「かぼすカフェ」が
好評　⑤実行委員手づくりの「出場者自己紹介ボード」　⑥婦人会が地元の食材
で調理した「料理」でおもてなし　⑦審査結果発表を待つ本選出場者　⑧主催者
挨拶を述べる首藤市長　⑨昨年２位・山岸裕梨さんの留学報告演奏会　⑩伊原
直子審査委員の審査総評　⑪第２位の中村仁さん（芸術緑丘高）、第１位の岡友
一さん、第３位の足立歌音さん（帝京大高）〔写真左から〕　⑫記念撮影　⑬「荒城
の月」大合唱でフィナーレ

念願の＂たきれん”を制した
岡山県立倉敷青陵高等学校
３年の岡友一さん



3 2014年11月発行

広報

11

人口のうごき
　　　　　　　　　（前月比）
人　口　23,932　人（－25人）
男　性　11,150　人（－13人）
女　性　12,782　人（－12人）
世帯数　10,609世帯（－13世帯）

住民基本台帳登録人数
（平成26年10月１日現在）
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月号

き
届
い
た
コ
ン
ク
ー
ル
は
竹
田
に
し

か
な
い
。
ず
っ
と
続
い
て
ほ
し
い
と

思
い
ま
す
」

　

ま
た
、
女
声
に
相
当
す
る
高
音
域

を
歌
い
、
会
場
の
喝
采
を
浴
び
た
岡

さ
ん
は
、「
い
つ
か
、
世
界
で
活
躍

す
る
カ
ウ
ン
タ
ー
テ
ナ
ー
に
な
り
た

い
で
す
！
」と
、
将
来
の
夢
を
語
っ

て
く
れ
ま
し
た
。

　

表
彰
式
を
前
に
、
伊
原
直
子
審
査

委
員
は
次
の
よ
う
に
述
べ
ま
し
た
。 

「
こ
れ
か
ら
が
始
ま
り
。
音
楽
が
好

き
だ
、
う
ま
く
な
り
た
い
と
い
う
思

い
を
ず
っ
と
持
ち
続
け
て
ほ
し
い
。

音
楽
の
力
は
、
裏
切
ら
な
い
。
音
楽

は
、
一
生
求
め
て
い
く
も
の
で
す
」

　

こ
の「
音
楽
の
ま
ち
竹
田
」は
、
瀧

廉
太
郎
の“
夢
”を
受
け
継
い
で
く
れ

る
若
き
声
楽
家
の
誕
生
を
こ
れ
か
ら

も
見
届
け
て
い
く
こ
と
で
し
ょ
う
。

第６８回瀧廉太郎記念全日本高等学校声楽コンクール結果
第１位　岡山県立倉敷青陵高等学校３年（岡山県）　　岡　　友一
第２位　大分県立芸術緑丘高等学校２年（大分県）　　中村　　仁
第３位　私立帝京大学高等学校３年（東京都）　　   　 足立　歌音
優秀賞　大阪府立夕陽丘高等学校３年（大阪府）　　　佐々木涼輔
優秀賞　島根県立松江東高等学校３年　（島根県）　　渡邊美沙季
優秀賞　鹿児島県立松陽高等学校３年（鹿児島県）　　落合　眞李
優良賞　名古屋市立菊里高等学校３年（愛知県）　　　酒井　真奈
優良賞　石川県立金沢辰巳丘高等学校２年（石川県）　稲垣　知葉
優良賞　香川県立坂出高等学校３年（香川県）　　　　森實あかり
優良賞　神戸山手女子高等学校３年（兵庫県）　　　　前田　紗希

※優秀賞、優良賞は本選歌唱順（敬称略）

❾

❿

⓫

⓬

⓭

昨年優勝の野田桜子さん（東京
藝術大学１年）の留学報告演奏
会。野田さんは、優勝者とし
て瀧廉太郎の留学の地、ドイ
ツ・ライプツィヒを訪問。こ
の日、竹田・瀧廉太郎とライ
プティヒをつなぐ「竹田大使」
を任命されました　　　  　→
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瀧廉太郎記念全日本高等学校声楽コンクール

　

今
年
、
第
68
回
を
迎
え
た「
瀧
廉

太
郎
記
念
全
日
本
高
等
学
校
声
楽
コ

ン
ク
ー
ル
」に
、
竹
田
南
高
等
学
校

２
年
の
吉
野
広
恵
さ
ん（
竹
田
中
出

身
）が
出
場
し
ま
し
た
。

　

地
元
出
場
枠
・
竹
田
市
代
表
と
し

て
の
出
場
は
９
年
ぶ
り
。
ス
テ
ー
ジ

で
は
、
瀧
廉
太
郎
作
曲
か
ら
選
ぶ
課

題
曲
は「
納
涼
」、
自
由
曲
は
イ
タ
リ

ア
歌
曲
、
ト
ス
テ
ィ
作
曲
の「
ロ
ー

ザ（
薔
薇
）」を
歌
い
ま
し
た
。

　

吉
野
さ
ん
は
中
学
生
時
代
、
竹
田

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
が
放
送
す
る
大
会

の
様
子
を
観
て
、
憧
れ
て
い
た
そ
う

で
す
。

　

高
校
に
進
学
後
、
同
校
非
常

勤
講
師
の
加
藤
典
子
さ
ん
の
も

と
で
、
本
格
的
に
声
楽
を
開
始
。

今
回「
雰
囲
気
を
体
験
し
た
い
。

同
世
代
の
独
唱
者
に
会
っ
て
み

た
い
」と
初
め
て
の
コ
ン
ク
ー

ル
出
場
に
挑
ん
だ
の
で
す
。

　

し
か
し
、
惜
し
く
も
本
選
に
は
進

め
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
そ
の
表
情
は

晴
れ
や
か
で
し
た
。

「
思
っ
た
よ
り
も
緊
張
は
し
ま
せ
ん

で
し
た
。
す
ご
く
勉
強
に
な
り
ま
し

た
し
、
今
後
に
活
か
せ
る
収
獲
を
得

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
来
年
も
う

一
度
出
場
し
て
、
本
選
に
残
り
た
い

で
す
！
」

　

歌
う
こ
と
の
楽
し
さ
に
目
覚
め

た
吉
野
さ
ん
。「
声
楽
家
」へ
の
道
は
、

ま
だ
始
ま
っ
た
ば
か
り
で
す
。

　

遠
路
遥
々
と
竹
田
に
来
て
い
た

だ
い
た「
瀧
廉
太
郎
記
念
全
日
本

高
等
学
校
声
楽
コ
ン
ク
ー
ル
」出

場
者
の
み
な
さ
ん
に
も
っ
と
竹
田

を
楽
し
ん
で
も
ら
い
た
い
、
市
民

の
み
な
さ
ん
と
の
交
流
を
深
め
て

も
ら
お
う
と
、
同
実
行
委
員
会

は『
出
場
者
と
歩
く
秋
の
岡
城
』と

『
出
場
者
の
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
』を

企
画
し
ま
し
た
。

  『
出
場
者
と
歩
く
秋
の
岡
城
』は

19
日
早
朝
、
出
場
者（
関
係
者
を

含
む
）15
人
と
市
民
５
名
が
参
加
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
や
岡
城
武

者
揃
え
の
メ
ン
バ
ー
が
案
内
を
し

な
が
ら
、「
荒
城
の
月
」の
モ
チ
ー

フ
と
な
っ
た
岡
城
跡
を
散
策
し
ま

し
た
。
参
加
者
は
、
途
中
３
曲
ほ

ど
瀧
廉
太
郎
作
曲
の
歌
を
う
た
う

な
ど
、
気
持
ち
の
良
い
朝
の
岡
城

を
満
喫
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、『
出
場
者
の
ミ
ニ
コ
ン

サ
ー
ト
』は
大
会
終
了
後
の
午
後

４
時
、
瀧
廉
太
郎
記
念
館
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
お
疲
れ
の
と
こ
ろ

に
も
関
わ
ら
ず
、
優
勝
者
の
岡
友

一
さ
ん
、
第
３
位
の
足
立
歌
音
さ

ん
ほ
か
４
名
の
出
場
者
が
駆
け
つ

け
て
く
れ
ま
し
た
。
記
念
館
蔵
の

中
で
素
晴
ら
し
い
歌
声
を
響
か
せ

る
と
、
訪
れ
た
市
民
や
観
光
客
の

み
な
さ
ん
か
ら
、
大
き
な
拍
手
喝

采
を
浴
び
て
い
ま
し
た
。

　

出
場
者
み
な
さ
ん
の
こ
れ
か
ら

の
ご
活
躍
を
祈
っ
て
い
ま
す
。

↑コンクール予選で堂々と歌う吉野広恵さん

↑ミニコンサートを開く出場者のみなさん（瀧廉太郎記念館）

↑瀧廉太郎像の前で説明を聞くみなさん

竹
田
か
ら
９
年
ぶ
り
に
出
場
！

竹
田
南
高
校
２
年　

吉よ
し

野の 

広ひ
ろ

恵え

さ
ん

県内から準優勝！
中
なか

村
むら

  仁
ひとし

さん（芸術緑丘高２年・大分市）
　大分県立芸術緑丘高等学校２年の
中村仁さんは、課題曲「荒城の月（１
番・４番）」、自由曲はモーツァルト
作曲の「願わくは問いたもうな」を歌
い、コンクール第２位に入賞しまし
た。
　中村さんは、昨年は出場するも予
選通過ならず。今年は出場を目標と
していたので、名前を呼ばれた時は、
一瞬頭が真っ白になったそうです。
「すごく嬉しかったのもありました
し、これからの課題、目標も同時に
見えました」
　来年の夏、ウィーン留学を経て、
さらに成長した歌声を楽しみに期待
しています。

↑準優勝に輝いた中村仁さん

ふ
れ
あ
い
・
竹
田
の
思
い
出
に
！

た
き
れ
ん
出
場
者
と
市
民
の
交
流
会
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新
・
竹
田
市
文
化
会
館
「
基
本
構
想
」

「
学
び
」と「
創
造
」の
交
流
拠
点
へ

　

竹
田
市
文
化
会
館
、
竹
田
市
中
央

公
民
館
の
復
興
に
向
け
た
基
本
構
想

の
と
り
ま
と
め
は
、
学
識
経
験
者
や

市
民
代
表
者
で
構
成
さ
れ
る「
城
下

町
再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
文
化
会
館
部

会
」に
よ
っ
て
そ
の
作
業
が
進
め
ら

れ
て
き
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
10
月
10
日
開
催
の
第
４

回
城
下
町
再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
委
員

会
に
お
い
て「
竹
田
市
文
化
会
館（
仮

称
）建
設
基
本
構
想（
原
案
）」が
報
告

さ
れ
ま
し
た
。

　

基
本
構
想
で
は
、
ま
ず
、
こ
れ
ま

で
の
竹
田
市
文
化
会
館
と
竹
田
市
中

央
公
民
館
を
一
体
化
さ
せ
た
施
設
と

位
置
付
け
、
中
央
公
民
館
機
能
を
含

む
新
た
な
文
化
ホ
ー
ル
の
建
設
を
目

的
と
し
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
こ
れ
ま
で
行
っ
た
市
民

ア
ン
ケ
ー
ト
等（
①
ま
ち
づ
く
り
市

民
ア
ン
ケ
ー
ト　

②
竹
田
市
文
化
会

館
の
再
建
を
考
え
る「
現
地
視
察
会
」

で
の
ア
ン
ケ
ー
ト　

③
城
下
町
再
生

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
お
け
る
主
要
３
施

設（
図
書
館
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ

ン
タ
ー
、
文
化
会
館
）整
備
に
対
す

る
ハ
ガ
キ
に
よ
る
意
見
徴
集　

④
竹

田
市
文
化
会
館
の
再
建
を
考
え
る
市

民
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
）に
よ
る
市
民
の

皆
様
の
声
を
基
に
、
施
設
の
現
状
と

問
題
点
等
の
検
証
や
新
し
い
施
設
に

求
め
る
設
備
や
機
能
が
ま
と
め
ら
れ
、

基
本
構
想
に
反
映
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
10
月
14
～
27
日
に
か
け
て

は
、
こ
の
基
本
構
想（
原
案
）に
対
す

る
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト（
意
見
公

募
）も
行
い
、
広
く
市
民
の
皆
様
の

ご
意
見
を
お
聞
き
し
た
う
え
で
、
現

在
最
終
的
な
ま
と
め
を
行
っ
て
い
る

段
階
で
す
。

　

今
後
は
、
こ
の
基
本
構
想
を
基
に
、
こ
れ
か
ら
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
に
よ
っ
て

選
定
さ
れ
る
基
本
実
施
設
計
業
者
と

意
見
交
換
を
し
な
が
ら
新
し
い
文
化

会
館
の
姿
を
２
次
元
化
、
３
次
元
化

さ
せ
、
具
体
的
な
姿
を
現
し
て
い
く

「
基
本
設
計
化
」を
進
め
、
そ
の
過
程

で
市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム
等
を
通
じ
て
市

民
の
皆
様
の
ご
意
見
を
伺
い
な
が
ら

決
定
し
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

■
竹
田
市
体
育
セ
ン
タ
ー
の「
復
旧
」

　

竹
田
市
体
育
セ
ン
タ
ー
の
復
旧
に

つ
き
ま
し
て
は
、
原
形
復
旧
と
し
、

27
年
度
中
の
着
手
、
完
了
を
予
定
し

て
い
ま
す
。

●
お
問
い
合
せ　

竹
田
市
教
育
委
員

会
生
涯
学
習
課  

☎
６
３
―

４
８
１
７

新・竹田市文化会館「基本構想」

施設に求める具体的機能（抜粋）
■ホールエリア
　①大ホール　
　　・舞台環境と音響特性に優れたホール。
　　・各種コンサートや演劇等にも対応。
　　・７００席～８００席の固定席と立見席スペー

スを検討。
　②小ホール
　　・収容人数は、２００名～３００名を目安とし、

「固定席」は設けない。
　　・会議室やリハーサル室としても利用可能なも

のとする。
■生涯学習エリア
　　・市民の生涯学習のための研修室と会議室等の

設置。
■交流エリア
　　・文化的、芸術的価値のある「本物」の展示に

対応したギャラリーの設置。
　　・市内の情報発信コーナー。
■その他
　　・国道57号線から見えるランドマーク機能を

もった外観。
　　・将来的な維持補修費を考慮し、できる限り後

年度負担が少なくなるように配慮する。
　　・管理運営は「指定管理者制度」の導入を検討。

〈施設の方向性〉
①誰もが気軽に立ち寄り、利用できる施設。
②市民が主役となり、「学び」、「交流」し、さらに「創造する」ことにより、

市民一人一人が元気になる施設。
③「音楽性」と「芸術性」に個性を持ち、一流の芸術・文化に触れること

ができる施設。

〈基本コンセプト〉

既存施設等との「連携」と「機能」の棲み分け
・各種情報の共有　
・交流人口を中心とした市内回遊への仕組みづくり
・ホール機能、ギャラリー機能の棲み分け

「感動」と「活力」を生む「学び」と「創造」の交流拠点

《参考１》「既存施設等」とは、
①新竹田市立図書館（新築予定）　②竹田市コミュニティーセンター（仮
称、新築予定）　③歴史資料館　④水琴館　⑤岡城跡ガイダンスセンター

（新築予定）　⑥瀧廉太郎記念館　をいう。

『音楽のまちにふさわ
しい「舞台環境と音響
特 性 に 優 れ た」音 楽
ホール』

～観る・聴く～

『本物に出会い感動で
き る「 ギ ャ ラ リ ー 機
能」の充実』

～出会う・感じる・創る～ 『子どもからお年寄りま
で、だれもが伸び伸びと
学び、遊び、交流できる
生涯学習の拠点施設』

～生涯学習の場として～

〈コンセプトの具体策〉
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↑ペタンク交流大会で優勝！（堀敏英さん、堀美代子さん、大塚万里子さん）

三世代交流健康マラソ
ン大会（40歳代の部）で
優勝した佐田さん　→

↑直入小５年生もクーニャンコンテストに参
加し、特別賞！

「
豊
の
国
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
」で
竹
田
市
選
手
団
が
大
活
躍

「
元
気
な
竹
田
」を
発
信

　

９
月
28
日
、
高
齢
者
の「
健
康
」と

「
生
き
が
い
」の
高
揚
を
図
ろ
う
と
、

「
第
25
回
豊
の
国
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
」

が
、
大
分
市
の
大
洲
運
動
公
園
周
辺

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
参
加
者
た
ち

は
、
地
域
間
・
世
代
間
交
流
を
深
め

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
主
な
結
果

は
次
の
と
お
り
で
す
。（
敬
称
略
）

【
競
技
】

・
ペ
タ
ン
ク
交
流
大
会

優
勝　
堀
敏
英
、
堀
美
代
子
、
大

塚
万
里
子

・
三
世
代
交
流
健
康
マ
ラ
ソ
ン
大
会

　

一
般
男
子
40
歳
代　

３
・
４
㎞
の
部

　

優
勝　
佐
田
修
一
（
11
分
34
秒
）

・
弓
道
交
流
大
会

団
体
３
位
（
阿
南
正
治
、
山
村
隆

則
、
加
藤
正
義
、
吉
良
万
寿
夫
、

三
宮
納
）

　

個
人
３
位　

 

阿
南
正
治

・
シ
ル
バ
ー
将
棋
大
会

３
位
（
堀
光
廣
、
坂
口
民
子
、
足

達
光
男
）

【
競
技
別
最
高
齢
者
賞
】

・
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
交
流
大
会

　

地
髙
チ
ヱ
（
90
歳
）

健
康
で
地
域
づ
く
り
！

直
入
愛
育
ま
つ
り

　

10
月
21
日
、
「
第
17
回
直
入
愛
育
ま

つ
り
」
が
直
入
公
民
館
及
び
周
辺
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

第
１
部
と
し
て
行
わ
れ
た
グ
ラ
ウ
ン

ド
ゴ
ル
フ
大
会
に
は
16
チ
ー
ム
１
０
４

人
が
参
加
し
、
好
プ
レ
ー
続
出
に
会
場

に
は
笑
顔
が
あ
ふ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

第
２
部
の
「
健
康
づ
く
り
講
演
会
」

で
は
、
日
本
健
康
運
動
指
導
士
の
松
元

義
人
さ
ん
が
「
ま
だ
間
に
合
う
！
筋
力

を
つ
け
て
健
康
寿
命
を
延
ば
そ
う
！
」

を
テ
ー
マ
に
、
体
が
よ
ろ
こ
ぶ
秘
訣
を

伝
授
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

今
年
の
「
見
て
・
み
て
ク
ー
ニ
ャ
ン

コ
ン
テ
ス
ト
」
で
は
、
工
藤
絹
代
さ

ん
（
須
郷
）
が
最
優
秀
ク
ー
ニ
ャ
ン
賞

を
受
賞
。
参
加
者
の
力
作
は
、
公
民
館

ホ
ー
ル
で
展
示
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、 

食
生
活
改
善
推
進
協
議
会

「
い
で
ゆ
会
」が
愛
情
た
っ
ぷ
り
の
お
も

て
な
し
で
、
ク
ー
ニ
ャ
ン
丼
を
み
ん
な

で
美
味
し
く
い
た
だ
き
ま
し
た
。

福　祉

第10回 歳末助け合い

チャリティーショー
12

6

今
年
は
直
入
地
区
開
催

日　時　12月６日㈯
　　　　午前の部　10：00～12：00
　　　　（9：00開場）
　　　　午後の部　14：00～16：00
　　　　（13：00開場）
場　所　直入公民館 

　　　　　竹田市文化会館から直入公
民館まで９時と12時、直入公民館か
ら竹田市文化会館まで、午前・午後
のショー終了後に運行します。

　※チャリティーショーの益金は、
チャリティーバザーの益金や歳末助
け合い募金と合わせて、年末に地域
福祉活動を行う団体等や、支援を必
要とする方に配分することになりま
す。各自治会・各種団体・福祉団体
で、協力券（１枚500円）を販売して
いますのでご協力をお願いします。

　　入場の際は必ず協力券をお持ちく
ださい。協力券をお持ちでない方も
当日券（1枚500円）を用意しています。

●お問い合せ　
　竹田市社会福祉協議会　☎63-1544
　竹 田 市 福 祉 事 務 所　☎63-4811

送迎バス
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教　育

　

全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査
は
、

本
年
４
月
22
日
に
全
国
の
全
て
の
小

学
校
６
年
生
と
中
学
校
３
年
生
を
対

象
に
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
実
施
教
科

は
国
語
と
算
数
・
数
学
の
２
教
科
で
、

そ
れ
ぞ
れ「
知
識
」に
関
す
る
Ａ
問
題

と「
活
用
」に
関
す
る
Ｂ
問
題
で
調
査

さ
れ
ま
し
た
。
本
年
度
よ
り
文
部
科

学
省
の
結
果
公
表
の
方
針
転
換
を
う

け
、
大
分
県
教
委
は
、
各
市
町
村
の

平
均
正
答
率
を
発
表
し
ま
し
た
。

　

竹
田
市
は
、
昨
年
度
ま
で
小
学
校

の
平
均
正
答
率
が
全
国
・
全
県
平
均

を
上
回
る
こ
と
が
で
き
て
い
ま
せ

ん
で
し
た
が
、
本
年
度
大
き
く
伸
び
、

初
め
て
小
学
校
・
中
学
校
と
も
全
て

の
教
科
で
、
全
国
平
均
及
び
大
分
県

平
均
を
上
回
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

小
学
校
の
国
語
・
算
数
の
ト
ー
タ

ル
は
県
内
市
町
村
で
３
位
、
中
学
校

の
国
語
・
数
学
の
ト
ー
タ
ル
も
県
内

３
位
、
小
学
校
・
中
学
校
ト
ー
タ
ル

の
順
位
は
県
内
２
位
、
市
の
部
で
は

ト
ッ
プ
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
中
学

校
の
国
語
は
県
下
で
１
位
の
結
果
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
結
果
が
出
せ
た
背
景

に
は
、「
竹
田
市
教
育
の
ま
ち
Ｔ
Ｏ

Ｐ〈
Ｓ
Ｕ
Ｎ
３
〉運
動
」で
、
10
箇
条

の「
生
活
Ｔ
Ｏ
Ｐ
10
」「
学
習
Ｔ
Ｏ
Ｐ

10
」が
定
着
し
、
家
庭
の
協
力
の
下

に
子
ど
も
た
ち
の
生
活
及
び
学
習
の

基
盤
づ
く
り
が
向
上
し
て
い
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
竹
田
市
の
児

童
・
生
徒
は
Ｂ
の
活
用
問
題
の
正
答

率
が
高
い
傾
向
に
あ
り
、
協
調
学
習

の
手
法
を
取
り
入
れ
る
な
ど
の「
言

語
活
動
の
充
実
」を
意
識
し
た
授
業

実
践
が
、
結
果
に
つ
な
が
っ
て
い
る

と
分
析
し
て
い
ま
す
。

　

吉
野
英
勝
竹
田
市
教
育
長
は「『
竹

田
市
教
育
の
ま
ち
Ｔ
Ｏ
Ｐ〈
Ｓ
Ｕ
Ｎ

３
〉運
動
』に
取
り
組
み
始
め
て
５
年

目
で
す
が
、
こ
れ
ま
で
学
校
・
保
護

者
・
教
育
関
係
者
が
一
体
と
な
っ
て

取
り
組
ま
れ
た
成
果
だ
と
感
じ
て
い

ま
す
。

　

少
子
・
高
齢
化
や
情
報
化
な
ど
の

社
会
情
勢
の
中
で
、
子
ど
も
た
ち
が

自
分
の
夢
へ
挑
戦
で
き
る
確
か
な
学

力
を
身
に
つ
け
る
た
め
に
、
さ
ら
に

レ
ベ
ル
の
高
い
竹
田
独
自
の
取
り
組

み
を
進
め
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。
そ
し
て
多
く
の
方
が「
竹
田

で
子
ど
も
を
育
て
た
い
」と
思
う
よ

う
な
教
育
の
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
」と
話
し
て
い
ま

す
。

　

今
後
と
も「
竹
田
市
教
育
の
ま
ち

Ｔ
Ｏ
Ｐ〈
Ｓ
Ｕ
Ｎ
３
〉運
動
」に
よ
る

大
き
な
効
果
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

↑【小学校】小学校３校によるＴ授業

↑【中学校】協調学習の授業

「竹田市教育のまちＴＯＰ〈ＳＵＮ３〉運動」

全国学力テストで
効果を発揮！

【協調学習の目的】
　協調学習を行うと、一人ひとりの学習者が他者の多様な考えを統合して、自分の考
えを深め、自分なりの納得を獲得することができます。
　言い換えれば一人ひとりの学習者が「一時的に詰め込んで、その後忘れてしまうよう
な知識」でなく、「あとから必要に応じて活用できる知識」を獲得できるということです。

「活用できる知識」とは、①学んだ場以外に持ち出して、②必要なときに使え、③作り
変えつつ維持できる、知識です。
　平たく言えば、教室の外に持ち出して日々生活で次々に出会う問題に使い、たえず
問い直しながら深めて、一生役立つ知識を子どもたちが獲得することです。

【Ｔ授業とは】
　小規模校の多い竹田市では、平成22年のTOP運動スタート時から、学校同士が合同
で授業を行う竹田型授業「Ｔ授業」を行ってきました。
目的は３点、  ①多様な見方や考え方を学び基礎学力を身につける。
　　　　　　②コミュニケーション能力の向上を図る。
　　　　　　③対人関係調整能力を身につけ中１ギャップの解消をめざす。
　小学校の子どもは「いろいろな先生の授業が新鮮で、多様な考えを聞き合う中で深く学
ぶことができた」、「他校の友だちの学習規律や生活習慣のよさを感じ取り、見習うこと
ができた」、「中学校生活への展望を持つことができた」などの成果があがっています。
　中学校でもＴ授業で「協調学習」を行うなどの取り組みを行っています。
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〝
竹
田
の
畜
産
農
家
〟
が
快
挙
達
成

２
年
連
続
で『
グ
ラ
チ
ャ
ン
』

　

10
月
18
日
、「
第
75
回
大
分
県
畜

産
共
進
会
」の
肉
用
牛
の
部
が
別
府

市
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
本
市
か
ら

は
後
藤
克
寿
さ
ん（
荻
町
恵
良
原
・

29
歳
）が
３
区
、
伊
藤
秀
樹
さ
ん（
竹

田
市
小
川
長
田
尾
・
42
歳
）が
４
区

で
最
優
秀
の「
首
席
」を
獲
得
。

　

さ
ら
に
、
最
優
秀
の
首
席
の
中
か

ら
選
ば
れ
る「
農
林
水
産
大
臣
賞
」及

び「
グ
ラ
ン
ド
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
」に
３

区
の
後
藤
さ
ん
が
見
事
受
賞
を
果
た

し
ま
し
た
。
昨
年
の
吉
野
純
子
さ
ん

（
直
入
町
）に
続
き
、
竹
田
の
出
品
者

が
２
年
連
続
の
グ
ラ
ン
ド
チ
ャ
ン
ピ

オ
ン
獲
得
と
な
る
の
は
、
初
め
て
の

出
来
事
で
す
。

　

県
共
初
出
品
で
、
最
高
賞
受
賞
の

快
挙
を
達
成
し
た
、
後
藤
克
寿
さ
ん
。

牛
飼
い
歴
10
年
。
現
在
27
頭
を
飼
育
。

家
は
ト
マ
ト
栽
培
が
中
心
の
農
家
で

す
。

  

「
本
当
に
獲
っ
た
の
だ
ろ
う
か
、
と

い
う
感
じ
で
す
。
自
信
は
全
然
な

か
っ
た
で
す
。
目
に
ポ
ッ
と
止
ま
っ

た〝
自
分
の
好
き
な
〟牛
を
買
っ
て
、

た
ま
た
ま
で
す
。（
畜
産
の
魅
力
は
）

何
を
つ
け
た
と
か
で
値
段
が
全
然
変

わ
っ
て
く
る
。
つ
ま
り
、〝
何
が
当

た
る
か
わ
か
ら
な
い
面
白
さ
〟で
す
。

今
後
の
目
標
は
、
２
連
覇
。
来
年
も

も
ら
っ
て
帰
り
た
い
で
す
」

　

県
共
に
通
算
５
度
目
の
出
品
で
、

今
回
２
回
目
の
首
席
を
獲
得
し
た
伊

藤
秀
樹
さ
ん
。
現
在
19
頭
を
飼
育
。

家
で
は
稲
作
が
中
心
で
す
。
牛
飼
い

歴
16
年
。

「
首
席
受
賞
、
嬉
し
い
で
す
。
４
区

は
子
ど
も
が
大
き
く
な
り
ま
す
。
体

上
線
を
い
か
に
真
っ
直
ぐ
に
維
持
す

る
か
。
体
調
管
理
に
気
を
配
る
こ
と

が
難
し
か
っ
た
で
す
ね
」

　

喜
び
を
語
る
、
畜
産
農
家
の
若
き

後
継
者
た
ち
。
正
に
、
日
々
の
地
道

な
努
力
が
実
を
結
び
、
最
高
の
結
果

に
繋
が
り
ま
し
た
。

後ご

藤と
う

克か
つ

寿ひ
さ

さ
ん
が
第
３
区
優
秀
賞
首
席
・「
農
林
水
産
大
臣
賞
」「
大
分
県
知
事
賞
」、

伊い

藤と
う

秀ひ
で

樹き

さ
ん
が
第
４
区
首
席
・「
大
分
県
知
事
賞
」を
獲
得
！　

↑後藤克寿さん・歩さんご夫婦（写真左から２番目）、伊藤秀樹さん（写真右）

↑グランドチャンピオンを獲得した「つばき」（後藤克寿さん）

第75回大分県畜産共進会（肉用牛の部）結果
区分 席順 名　　号 住所 出品者

第１区 優秀賞 ２ わかふく２ 直入町 馬場　勝信
優秀賞 ４ かんな 久住町 酒井　鈴夫

第２区 優秀賞 ２ せんねん７ 久住町 如法寺勝則
優秀賞 ６ かずこ２ 竹田市 渡部庄之助

第３区
名誉賞 １ つばき 荻　町 後藤　克寿
優秀賞 ２ やすこ 久住町 佐藤　幸生
優秀賞 ３ まお１ 久住町 見﨑　博憲

第４区
名誉賞 １ ゆりふみ６ 竹田市 伊藤　秀樹
優秀賞 ３ ふじみ 荻　町 後藤　克寿
優良賞 ３ かつじの11 直入町 吉野　純子

第５区 優秀賞 ３ さちこ 久住町 志賀　清子
優秀賞 ４ かづき 直入町 甲斐ゆかり

第６区 優秀賞 ２
とくます２

久住町 白石ミドリふくます51の１
ふくます51の２
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長
年
切
望
さ
れ
て
き
た「
紫
草
」の

染
色
工
房
の
設
置
は
、
玉
来
ダ
ム
建

設
周
辺
整
備
の
一
環
で
、
国
庫
事
業

（
過
疎
地
域
等
自
立
活
性
化
事
業
）と

し
て
、
北
部
担
い
手
研
修
セ
ン
タ
ー

内
部
に
改
装
が
進
め
ら
れ
て
き
ま
し

た
。
そ
し
て
、
無
事
工
事
が
完
了
。

　

10
月
18
日
、
待
望
の「
紫
草
の
里

染
色
工
房
」落
成
式
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
関
係
者
約
60
人
が
出
席
。
施
工

業
者
へ
の
感
謝
状
贈
呈
に
続
き
、「
紫

草
の
里
」の
取
り
組
み
並
び
に
事
業

経
過
、
概
要
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

　

高
齢
者
問
題
、
後
継
者
問
題
を

抱
え
る
な
か
、
11
年
前
に「
夢
と
ロ

マ
ン
」を
掲
げ
て
紫
草
の
栽
培
は
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

紫
草
の
里
営
農
組
合
の
佐
藤
征
年

代
表
理
事
は
、「
次
世
代
に
向
け
て
、

地
域
の
活
性
化
の
た
め
に
、
工
房
を

大
事
に
活
用
し
た
い
。
そ
し
て
、
先

祖
の
思
い
を
引
き
継
い
で
い
き
た

い
」、
来
賓
の
京
都
の
染
織
家
・
吉

岡
幸
雄
さ
ん
は「
毎
年
11
月
23
日
に
、

こ
の
場
所
で
染
色
交
流
会
を
開
催
し

て
い
ま
す
が
、
こ
れ
か
ら
は
能
率
も

良
く
な
り
、
こ
こ
か
ら
広
が
り
を
生

み
、
ま
さ
に
紫
草
が〝
縁
〟を
作
る
場

所
に
な
る
と
思
い
ま
す
」と
挨
拶
さ

れ
ま
し
た
。

  

「
工
房
」の
改
修
概
要
は
、
既
存
大

倉
庫（
床
面
積
２
４
９
・
15
㎡
）に
木

造
間
仕
切
り
を
設
置
し
、
作
業
室

（
49
・
92
㎡
）、
研
修
室（
51
・
10
㎡
）

等
の
ス
ペ
ー
ス
を
確
保
。

　

ま
た
、
設
置
概
要
は
主
に
既
設
西

側
小
倉
庫
を
配
膳
室
に
変
更
し
、
２

層
シ
ン
ク
タ
ン
ク
・
ガ
ス
テ
ー
ブ
ル

の
設
置
や
、
作
業
室
の
照
明
設
備
装

置
に
加
え
て
、
２
層
シ
ン
ク
、
作
業

台
、
ガ
ス
テ
ー
ブ
ル
設
置
及
び
床
排

水
ピ
ッ
ト
の
設
置
等
が
施
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

今
後
は
、
地
域
の
子
ど
も
た
ち
が

参
加
す
る
染
色
教
室
等
の
開
催
も
予

定
さ
れ
、
世
代
を
超
え
た
交
流
の
場

と
し
て
も
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

農　業

紫む
ら
さ
き草
の
里
づ
く
り 

―

待
望
の
染
色
工
房
が
完
成
！

↑待望の染色工房が完成しました～！（落成式出席した関係者のみなさん）

↑「紫の里染色工房」看板の除幕

ト
マ
ト
温
室
を
増
設
開
始

　

規
模
拡
大
に
よ
る
雇
用
増
と
、

将
来
の
担
い
手
確
保
を
目
指
し
、

10
月
２
日
、「
農
事
組
合
法
人
エ
コ

フ
ァ
ー
ム
21
」（
代
表
理
事
・
太
田

修
道
）は
、
第
３
期
施
設
整
備「
ト

マ
ト
温
室
施
設
等
工
事
」の
起
工
式

を
行
い
ま
し
た
。

　

総
事
業
費
は
５
億
６
２
９
万
円

（
国
１
／
２
、
県
１
／
６
、
市
１
／

12
、
自
己
１
／
４
）。
用
地
面
積
は

１
・
98 

ha
、
内
施
設
面
積
１
・
53 

ha
で
す
。

農業用廃プラスチックを回収します
　使用済みのビニールやマルチなどの農業用廃プラスチック類は、産
業廃棄物に指定されており、法律で適正な処理が義務づけられていま
す。
　回収場所へ運搬する場合は、「運搬車両の表示」及び「書面の備付け

（携帯）」が法律で義務づけられています。備付け書類など無い場合は、
下記までお問い合わせください。（※回収当日は、印鑑が必要）

◎回収する農業用廃プラスチック類　
　ハウスの農業用ビニール、農業用のマルチ資材、ラップサイレージ
　肥料袋（ビニール）、育苗用ポット、農薬のプラスチック製空容器など

回収日程　農ビニールと農ポリに分類して持ち込んでください。
地　域 日　  時 場　　所

荻 12月10日㈬  9:00～15:00 荻堆肥センター　
竹  田 12月11日㈭  9:00～15:00 菅生育苗センター
久  住 12月12日㈮  9:00～15:00 久住野菜集出荷場

※時間内での持ち込みをお願いします。

●お問い合せ　大分県農協竹田事業部園芸課　（☎63-1224）　   
　竹 田 市 農 政 課（☎63-4805）　荻支所産業建設課（☎68-2215）
　久住支所産業建設課（☎76-1115）　直入支所産業建設課（☎75-2215）

↑神事が行われ、工事の安全を祈願
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が、はじまります！

利用料金はどうなるの？ ―
　利用料金については、保護者の所得によって負担（応能負担）する仕組みとなっており、今まで所得税から算
定していましたが、市民税の額により算定するようになります。金額については、国が定める基準を上限に竹
田市が設定しますが、現在検討中ですので決まり次第、広報等でお知らせいたします。

新制度では、毎年９月が保育料の切り替え時期となります

＊来年度の竹田市内の幼稚園・保育所（園）のお申込み・お問い合せ＊　　　
　○公立幼稚園…………………竹田市教育委員会（☎63-4833）　○私立幼稚園…………しらゆり幼稚園（☎63-2223）
　○認可保育園・認可保育所…竹田市福祉事務所（☎63-4811）　○認可外保育園……あさひヶ丘保育園（☎63-3610）

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月

前年度の市町村民税額に基づく保育料 当年度の市町村民税額に基づく保育料

⑵利用手続きの流れ

⇒すでに施設を利用している場合

⇒今後新たに施設を利用する場合

 ⇒すでに施設を利用している場合

⇒今後新たに施設などを利用する場合

１号認定を受けて利用する施設（公立幼稚園・認定こども園）

２号認定・３号認定を受けて利用する施設（保育所（園）・認定こども園・地域型保育）

２．施設を通じ
て認定を申請
します

２．施設から入
園の内定を受
けます

 ３．施設を通じて
市から認定証が
交付されます （1
号認定）

３．施設を通じ
て利用のため
の認定を申請
します

２．入所申し込み
と同時に認定を
申請します

２．入所申し込みと 
同時に市の窓口で
認定を申請します

４．施設を通じて
市 か ら 認 定 証
が 交 付 さ れ ま
す（１号認定）

３．施設を通じて市
から認定証が交付
さ れ ま す （ ２ 号・
３号認定）

３．市から認定
証が交付され
ます（２号・３
号認定）

４．施設を継
続して利用
できます

５．利用申請し
た施設を利用
できます

４．施設を継
続して利用
できます

 ４．申請者の希望、
保育所等の状況で
決定した施設など
を利用します

１．平成26年12月ごろ 
（予定）施設から利用

のための認定申請書
が配布されます　

１．平成26年12月ごろ 
（予定）施設に直接利

用申し込みをします

１．平成26年11月ごろ（予定）、施
設から入所申込書と合わせて、
保育の必要性の認定申請書が配
布されます

１．平成26年12月ごろ（予定）市の 
窓口で入所申込書と併せて保育
の必要性の認定請書を受け取り
ます
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　平成24年８月に成立した「子ども・子育て関連３法」（※１）に基づき、平成27年４月から「子ども・子育て支
援新制度」が施行されます。
　新制度では、幼児期の学校教育・保育や地域の子ども・子育て支援の「量の拡充」や「質の向上」を進めていき
ます。竹田市においても、認定こども園、幼稚園、保育所(園)などの計画的な施設整備や子ども・子育て支援
事業の充実に向け取り組んでいきます。
　　※１　①子ども・子育て支援法　②認定こども園法の一部改正法　③関係法律の整備等に関する法律
　　　　　この３つの法律を総称して「子ども・子育て関連３法」と呼んでいます。

利用手続きが変わります ―
　新制度のスタートに伴い、幼稚園や保育所（園）等を利用する際の手続きが変わります。
今までの施設の入園・入所・継続申請に加え、教育・保育の必要性に応じた支給認定を受ける必要があります。
⑴認定申請　　＊認定申請を行うことで３つの区分に分けられます。

認　定　区　分 年　　齢　　等 利用できる施設

１号認定（教育標準時間認定） 満３歳以上の子ども　　 幼稚園・認定こども園(※２)

２号認定（保育認定） 満３歳以上の子ども　　
保育を必要とする子ども 保育所（園）・認定こども園

３号認定（保育認定） 満３歳未満の子ども　　
保育を必要とする子ども

保育所（園）・認定こども園
地域型保育(※３)

　　※2・※3　認定こども園・地域型保育については、現在竹田市にはありませんが、今後計画に基づき整備していく予定です。

「２号・３号認定」を受ける人は…？
★保育を必要とする事由のいずれかに該当することが
　必要です。
□ 就労（フルタイムのほか、パートタイム、自営業など）
□ 妊娠・出産
□ 保護者の疾病・障がい
□ 同居または長期入院している親族の介護・看護
□ 災害復旧
□ 求職活動
□ 就学（起業準備を含む）
□ 虐待や夫婦間暴力などのおそれがあること
□ 育児休業取得中に、すでに保育を利用している
　 子どもがいて継続利用が必要であること
□ その他上記に類する状態として市町村が認める場合

★保育時間が保護者の就労時間によって２つに区分さ
　れるようになります。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

区　　分 就労時間 保育時間
保育標準時間 月120時間以上 最長11時間（＊）

保 育 短 時 間
月64時間以上
1 2 0 時間未満

最長８時間
（＊）

＊保育時間の設定は、各施設によって異なります。

「子ども・子育て支援新制度」が、はじまります！

「子ども・子育て支援新制度」

早わかりチャート（保護者の就労を例にした場合）

 子どもの年齢は？

０～２歳 ３～５歳

保育の必要性は？ 保育の必要性は？

ひと月の就労時間は？ ひと月の就労時間は？

認定を受けら
れません。
一時保育、地
域型保育など
を利用できま
す

〈３号認定〉
＊保育所（園） 
＊認定こども園
＊地域型保育
を利用できま
す

〈１号認定〉
＊幼稚園
＊認定こども園
を利用できま
す

〈２号認定〉
＊保育所（園） 
＊認定こども園
を利用できま
す

両親のどち
らかが働い
ている

両親とも働
いている。
または、
ひとり親

両親のどち
らかが働い
ている

両親とも働
いている。
または、
ひとり親

64時間
未満

64時間
以上

64時間
未満

64時間
以上

選択で
きます
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市長コラム
〈第63回〉

竹田市のホームページ「こんにちは市長です」〔URL〕http://www.city.taketa.oita.jp/mayor/

有由有縁（ゆうゆゆうえん）
　文豪川端康成が晩年、よく揮毫
したのが『有由有縁』。人との出会
いや物事との接点が生まれるのは、
偶然ではなく、それなりの理由が
働くからであるという意味。
　昭和27年、取材旅行を兼ね、友
人高田力蔵の案内で竹田市を訪れ、
竹田高校で講演した川端との縁は、
まさに目には見えない力だけれど、
神の配剤としか思えない。

←高知県で開催された全国
都市問題会議。日本と欧
米 の「 自 己 責 任」の 違 い
について講演する作家
の山本一力氏

『
燃
や
す
の
を
や
め
て
読
み
ゆ
く
古
新
聞
に
心
に
残
る
記
事
を

書
き
と
む
』
こ
れ
は
今
は
亡
き
斉
藤
久
義
さ
ん
の
歌
集
に
あ
っ

た
歌
で
あ
る
。
斉
藤
さ
ん
は
長
湯
の
柚ゆ

柑こ
う

子じ

に
住
む
農
夫
。
生

涯
を
通
じ
て
自
然
界
に
感
謝
し
な
が
ら
農
業
一
筋
の
尊
き
人
生

を
歩
ま
れ
た
人
で
あ
っ
た
。
大
船
山
の
麓
で
生
き
て
き
た
人
な

ら
で
は
の
素
朴
で
慈
愛
に
満
ち
た
人
格
を
お
持
ち
で
あ
っ
た
。

　

農
夫
、
斉
藤
久
義
さ
ん
の
残
さ
れ
た
歌
に
つ
い
て
は
、
お
孫

さ
ん
で
私
も
幼
い
頃
か
ら
お
付
き
合
い
を
い
た
だ
い
て
い
る
義

昭
さ
ん
の
意
志
に
よ
り
編
集
さ
れ
、
平
成
10
年
に『
地
下
足
袋

の
歌
』と
し
て
出
版
さ
れ
て
い
る
。
家
族
愛
、
そ
し
て
農
業
に

勤
し
む
姿
が
目
に
浮
か
ぶ
よ
う
な
歌
ば
か
り
で
あ
る
が
、
そ
れ

に
つ
い
て
は
、
い
ず
れ
別
な
機
会
に
述
べ
る
。

　

さ
て
、
本
題
に
入
る
が
、
先
に
高
知
市
で
開
催
さ
れ
た
全
国

都
市
問
題
会
議
に
参
加
し
て
、
過
度
な
情
報
化
社
会
の
中
に

あ
っ
て
、
い
や
あ
る
か
ら
こ
そ
、
あ
ら
た
め
て
活
字
の
力
、
そ

し
て
直
接
聞
く
話
の
力
に
目
の
覚
め
る
気
が
し
た
。

　

話
と
は
、
基
調
講
演
で
登
壇
し
た
直
木
賞
作
家
の
山
本
一
力

さ
ん
の
話
の
こ
と
で
あ
る
。
山
本
さ
ん
と
は
、
こ
の
春
わ
が
岡

城
で
お
会
い
し
た
。
取
材
旅
行
で
竹
田
市
を
お
訪
ね
い
た
だ
い

た
が
、
挨
拶
の
言
葉
を
交
わ
し
た
程
度
で
あ
っ
た
の
で
、
今
回

の
講
演
で
初
め
て
山
本
氏
の
魅
力
を
知
っ
た
と
い
う
わ
け
で
あ

る
。
ど
こ
ま
で
も
ゆ
っ
く
り
と
し
た
語
り
口
、
そ
し
て
ど
っ
し

り
と
重
い
声
に
言
葉
の
す
べ
て
が
記
憶
の
襞ひ

だ

に
刻
ま
れ
る
よ
う

で
あ
っ
た
。

　

言
霊
の
力
を
あ
ら
た
め
て
学
ん
だ
よ
う
な
気
が
し
た
。

　

話
の
内
容
は『
自
己
責
任
』に
つ
い
て
で
あ
っ
た
。
最
近
の
日

本
社
会
は
自
己
責
任
に
つ
い
て
考
え
る
以
前
に
、
誰
か
の
せ
い

に
し
よ
う
と
す
る
傾
向
に
あ
る
。「
危
険
だ
か
ら
行
っ
て
は
い

け
な
い
と
わ
か
っ
て
い
る
の
に
出
か
け
て
事
故
に
遭
う
。
台
風

や
地
震
で
被
害
に
遭
う
の
と
は
別
次
元
の
世
界
で
あ
ろ
う
。
自

己
責
任
が
も
っ
と
問
わ
れ
て
い
い
」と
い
う
よ
う
な
話
だ
っ
た
。

話
を
聞
き
な
が
ら
、
岡
城
の
石
垣
の
上
に
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
の
な

い
自
然
体
の
こ
と
を
思
い
起
こ
し
て
い
た
。

　

さ
て
、
も
う
ひ
と
つ
の
活
字
の
力
と
は
、
新
聞
の
コ
ラ
ム
で

教
え
ら
れ
た
教
示
で
あ
っ
た
。
冒
頭
に
紹
介
し
た
斉
藤
さ
ん
の

歌
で
は
な
い
が
、
車
の
中
で
思
わ
ず
ポ
ケ
ッ
ト
か
ら
ノ
ー
ト
を

取
り
出
し
て
メ
モ
る
自
分
が
い
た
。

　

気
に
か
か
っ
た
の
は
、
セ
レ
ン
デ
ィ
ピ
テ
ィ
ー
と
い
う
活
字
。

こ
の
活
字
が
示
し
た
言
葉
の
意
味
は
こ
う
で
あ
る
。『
ふ
と
し

た
偶
然
を
き
っ
か
け
に
、
ひ
ら
め
き
を
得
、
幸
運
を
掴
み
取
る

こ
と
の
で
き
る
能
力
の
こ
と
』。
こ
れ
は
Ｌ
Ｅ
Ｄ
の
発
明
と
実

用
化
で
今
回
の
ノ
ー
ベ
ル
物
理
学
賞
を
受
賞
し
た
赤
崎
勇
さ
ん

ら
３
人
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
か
ら
導
か
れ
た
教
示
で
あ
る
が
、
こ
れ

ま
で
の
発
見
も
、
す
べ
て
こ
の
セ
レ
ン
デ
ィ
ピ
テ
ィ
ー
が
当
て

は
ま
る
の
で
は
な
い
か
。
何
か
を
発
見
し
た
と
い
う「
現
象
」で

は
な
く
、
何
か
を
発
見
す
る「
能
力
」の
こ
と
を
言
う
の
だ
と
説

か
れ
れ
ば
、
な
る
ほ
ど
と
思
っ
て
し
ま
う
。
そ
の
コ
ラ
ム
の
結

び
は
哲
学
者
の
三
木
清
さ
ん
の
言
葉
。「
人
生
に
お
い
て
は
何

事
も
偶
然
で
あ
る
。
し
か
し
ま
た
、
人
生
に
お
い
て
は
何
事
も

必
然
で
あ
る
」と
い
う
も
の
。

　

言
い
得
て
妙
で
あ
る
。
前
述
の
斉
藤
さ
ん
が
書
き
と
め
た
記

事
の
こ
と
は
知
る
す
べ
も
な
い
が
、
こ
の
新
聞
の
コ
ラ
ム
が
、

私
の
心
に
残
る
言
葉
と
な
っ
た
の
は
、
や
は
り
ノ
ー
ベ
ル
賞
を

受
賞
し
て
い
る
文
豪
川
端
康
成
先
生
の
残
し
た
言
葉『
有
由
有

縁
』に
通
じ
る
も
の
で
あ
っ
た
か
ら
だ
。
そ
の
意
味
は
、人
と
人
、

人
と
も
の
ご
と
の
出
会
い
に
偶
然
で
あ
る
こ
と
は
な
い
、
理
由

が
あ
る
か
ら
縁
が
結
ば
れ
る
の
だ
と
い
う
こ
と
。

　

物
理
の
世
界
も
、
文
学
も
、
そ
し
て
人
生
も
す
べ
て
が
セ
レ

ン
デ
ィ
ピ
テ
ィ
ー
の
存
在
に
よ
っ
て
新
た
に
気
づ
か
さ
れ
る
世

界
が
あ
る
。
あ
く
ま
で
も『
現
象
』で
は
な
く
、『
能
力
』で
あ
る

こ
と
に
思
い
を
め
ぐ
ら
せ
て
お
き
た
い
も
の
だ
と
思
う
。

　

一
冊
の
歌
集
が
感
じ
さ
せ
て
く
れ
る
世
界
、
新
た
な
気
付
き

を
授
け
て
く
れ
る
新
聞
の
小
さ
な
コ
ラ
ム
、
そ
し
て
価
値
観
の

物
差
し
を
示
し
て
く
れ
る
講
話
。
超
情
報
化
社
会
の
中
に
あ
っ

て
、『
立
ち
止
ま
っ
て
静
か
に
息
を
整
え
、
両
手
で
そ
っ
と
掬す

く

え
る
宝
物
』の
あ
る
こ
と
を
思
い
知
ら
さ
れ
た
秋
で
あ
っ
た
。

セ
レ
ン
デ
ィ
ピ
テ
ィ
ー serendipity

ノ
ー
ベ
ル
賞
を
生
み
出
し
た
能
力

ー

出
前
県
議
会「
議
員
と
語
ろ

う
イ
ン
豊
肥
地
域
」が
開
催

　
「
大
分
県
議
会
」を
身
近
に
感
じ
て
も

ら
お
う
と
、
県
議
会
議
員
が
県
内
各
地

に
出
向
き
、
県
民
か
ら
直
接
、
意
見
・

要
望
を
聞
く
、
出
前
県
議
会「
議
員
と

語
ろ
う
イ
ン
豊
肥
地
域
」を
９
月
26
日
、

竹
田
市
総
合
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
開

催
し
ま
し
た
。

　

テ
ー
マ
は「
豊
肥
地
域
の
農
業
振
興

と
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
」。

近
藤
和
義
議
長
を
は
じ
め
、
広
報
委
員
、

地
元
議
員
ら
15
名
は
、
意
見
発
表
者
６

名
と
の
間
で
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　

意
見
発
表
者
は
次
の
と
お
り
。

　

農
事
組
合
法
人
夢
高
原
と
ま
と　

代

表
理
事
・
後
藤
寿
昭
／
ピ
ー
マ
ン
生
産

者　

堀　

彰
太
／
竹
田
商
工
会
議
所　

副
会
頭
・
後
藤
眞
二
／
竹
田
ア
ー
ト
カ

ル
チ
ャ
ー　

発
起
人
・
児
玉
順
平
／

ぶ
ん
ご
お
お
の
巡
蔵
実
行
委
委
員
長　

森
健
太
郎
／
お
お
い
た
豊
後
大
野
ジ
オ

パ
ー
ク　

認
定
ジ
オ
ガ
イ
ド
・
渡
部
順

子

（
敬
称
略
・
発
表
順
）

↑農業振興支援、新規就業者の創業支援などを
要望する発表者
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10
月
12
日
か
ら
22
日
に
か
け
て
、
第
69
回

国
民
体
育
大
会「
長
崎
が
ん
ば
ら
ん
ば
国
体
」

が
開
催
さ
れ
、
大
分
県
選
手
団
と
し
て
、【
陸

上
競
技
・
成
年
男
子
走
高
跳
】菅
隆
徳
さ
ん

（
荻
出
身
）、【
陸
上
競
技
・
成
年
女
子
や
り

投
げ
】川
述
優
さ
ん（
菅
生
出
身
）、【
山
岳
競

技
・
成
年
男
子
】一
宮
大
介
さ
ん（
荻
出
身
）、

【
山
岳
競
技
・
成
年
女
子
】監
督
・
後
藤
信
子

さ
ん（
竹
田
出
身
）、
志
賀
愛
さ
ん（
玉
来
出

身
）、【
ラ
イ
フ
ル
射
撃
競
技
・
少
年
女
子
】

山
田
愛
さ
ん（
直
入
出
身
）が
出
場
し
、
素
晴

ら
し
い
活
躍
を
さ
れ
ま
し
た
。

　

大
分
県
立
竹
田
支
援
学
校
に
勤
務
す
る
菅

隆
徳
さ
ん（
23
歳
）。
７
月
12
日
に
行
わ
れ
た

県
国
体
選
考
会
に
お
い
て
２
㍍
５
㌢
を
跳
び
、

国
体
出
場
を
決
め
ま
し
た
。
続
く「
第
67
回

大
分
県
民
体
育
大
会
」で
は
、
大
会
記
録
を

更
新
し
優
勝
。
竹
田
市
の
躍
進
１
位
の
立
役

者
の
ひ
と
り
と
な
っ
た
の
で
す
。

  

「
走
り
高
跳
び
」を
始
め
た
の
は
、
緑
ヶ
丘

中
学
時
代
の
陸
上
部
恩
師
に「
走
り
高
跳
び
」

を
勧
め
ら
れ
、
県
大
会
で
３
位
に
な
っ
た
こ

と
が
き
っ
か
け
。
鶴
崎
工
業
高
校
に
進
学
。

本
格
的
に
競
技
に
取
り
組
み
、
高
校
時
代
３

年
間
で
急
成
長
を
果
た
し
、
イ
ン
タ
ー
ハ
イ

決
勝
に
進
出
し
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
毎

年
更
新
さ
れ
た
記
録
は
、
２
㍍
10
㌢
に
ま
で

到
達
し
ま
し
た
。

　

大
学
は
順
天
堂
大
学
に
進
学
。
ス
ラ
ン
プ

を
克
服
し
、
４
年
時
に
自
己
ベ
ス
ト
２
㍍
13

㌢
を
マ
ー
ク
。
僅
か
１
㌢
高
く
バ
ー
が
上
が

る
だ
け
で
意
識
し
て
し
ま
い
、
跳
べ
な
く
な

る
。
克
服
に
は
、
繰
り
返
し
練
習
し
、
高
さ

に
慣
れ
る
こ
と
だ
そ
う
で
す
。

　

現
在
、
高
校
時
代
の
恩
師
・
廣
末
敬
先
生

に
指
導
し
て
い
た
だ
き
な
が
ら
、
さ
ら
に
記

録
を
伸
ば
す
た
め
、
日
々
の
限
ら
れ
た
練
習

時
間
を
大
事
に
、
精
進
し
て
い
る
の
で
す
。

　

走
高
跳
の
魅
力
は
、「
自
分
の
身
体
、
脚

だ
け
で
跳
べ
る
か
ら
」。
飽
く
な
き
、
自
分

の
限
界
へ
の
挑
戦
は
、
ま
だ
続
き
ま
す
。

が
ん
ば
っ
て
ま
す
！

「
と
ま
と
学
校
」第
２
期
卒
業
生

　

就
農
支
援
施
設「
と
ま
と
学
校
」第
２
期
卒
業
生

は
こ
の
春
に
独
立
し
、
ハ
ウ
ス
の
ト
マ
ト
栽
培
を

開
始
。
収
穫
は
６
月
末
か
ら
、
来
年
２
月
末
ま
で

続
き
ま
す
。 

　

２
期
生
３
名
に
つ
い
て
は
、
国
の「
強
い
農
業
づ

く
り
交
付
金
」、
県
の「
大
規
模
リ
ー
ス
団
地
整
備

支
援
対
策
事
業
」、
市
の「
竹
田
市
園
芸
振
興
対
策

事
業
」を
活
用
し
て
導
入
。
大
分
県
農
業
農
村
振
興

公
社
と
14
年
の
リ
ー
ス
契
約
に
よ
り
初
期
投
資
を

抑
え
、
新
規
に
就
農
し
ま
し
た
。

  

「
思
う
よ
う
に
育
て
る
の
は
難
し
い
。
今
は
楽
し

み
な
が
ら
や
っ
て
い
る
。
後
半
も
体
調
を
く
ず
さ

な
い
よ
う
に
頑
張
る
」（
松
下
新
一
さ
ん
／
32
歳
／

熊
本
県
出
身
）

  

「
大
変
な
ほ
う
が
多
い
け
ど
、
想
像
以
上
に
楽
し

い
。
何
よ
り
も
、
家
族
一
緒
に
で
き
る
こ
と
が
一

番
嬉
し
い
。
自
分
の
支
え
に
な
っ
て
い
ま
す
」（
堀

行
臣
さ
ん
／
35
歳
／
北
九
州
市
出
身
）

  

「
毎
日
発
見
が
あ
っ
て
面
白
い
。
や
り
が
い
の
あ

る
仕
事
で
す
」 （
首
藤
祐
也
さ
ん
／
21
歳
／
荻
町
出

身
）

　

２
期
生
の
栽
培
経
過
に
つ
い
て
は
、
順
調
に
推

移
。
優
秀
な
成
績
を
収
め
つ
つ
、
現
在
に
至
っ
て

い
ま
す
。

↑首藤祐也さん、堀行臣さん、松下新一さん
（写真左から）

今月のひと

自
分
の
限
界
に
挑
む

「
第
67
回
大
分
県
民
体
育
大
会
」陸
上
・
走
高
跳
の
部
、
大
会
新
で
優
勝

（
荻
町
恵
良
原
出
身
・
23
歳
）

菅か

ん　

  

隆り
ゅ
う 

徳と

く

週末に大分市のだいぎんドー
ムにて練習をする菅さん。地
道な努力を惜しまない
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御み

沓く
つ

貞さ
だ

則の
り

さ
ん
が

「
法
務
大
臣
感
謝
状
」

　

竹
田
市
人
権
擁
護
委
員
を
任
期
満

了
で
退
任
さ
れ
た
御
沓
貞
則
さ
ん

（
筒
井
・
67
歳
）は
３
期
９
年
の
長
き

に
わ
た
り
、
国
民
の
人
権
擁
護
と
人

権
思
想
の
普
及
高
揚
に
尽
く
さ
れ
た

こ
と
が
認
め
ら
れ
、「
法
務
大
臣
感

謝
状
」を
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

御
沓
さ
ん
は
、
こ
れ
ま
で
の
活
動

を
振
り
返
り
、「
相
談
活
動
の
中
で
、

自
分
の
両
親
の
よ
う
な
ご
年
配
の

方
か
ら
相
談
を
受
け
て
、
３
～
４
時

間
じ
っ
く
り
話
を
聞
い
た
こ
と
が
あ

り
ま
し
た
。（
解
決
は
し
ま
せ
ん
で

し
た
が
）そ
れ
だ
け
で〝
安
心
し
ま
し

た
〟と
い
う
言
葉
を
い
た
だ
き
、
傾

聴
の
大
切
さ
を
身
を
も
っ
て
感
じ
ま

し
た
。
ま
た
、
隣
人
ト
ラ
ブ
ル
の
相

談
に
の
っ
て
、
ア
ド

バ
イ
ス
を
し
た
こ
と

で
無
事
解
決
に
至
り
、

感
謝
の
言
葉
を
い
た

だ
い
た
こ
と
が
あ
り

ま
し
た
。
こ
の
時
は
、

一
番
嬉
し
か
っ
た
で

す
ね
」と
語
っ
て
く

れ
ま
し
た
。

　
「
第
64
回
全
国
小
・
中
学
校
作
文

コ
ン
ク
ー
ル
」中
学
生
の
部
に
お
い

て
、
久
住
中
学
校
２
年
・
川
越
菜
々

子
さ
ん（
13
歳
）の『
一
歩
を
踏
み
出

す
勇
気
』が
最
優
秀
賞（
県
代
表
作

品
）に
選
ば
れ
ま
し
た
。

　

ま
だ
将
来
の
夢
を
描
け
な
い
ま
ま
、

小
規
模
通
所
授
産
施
設
に
て「
職
場

体
験
」。
ス
タ
ッ
フ
の
ひ
と
り
か
ら

も
ら
っ
た「
働
く
と
い
う
こ
と
は
人

を
幸
せ
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
」と

い
う
言
葉
が
心
に
響
く
。
川
越
さ
ん

は
、
将
来
に
向
か
っ
て
、
一
歩
を
踏

み
出
す
こ
と
の
で
き
た
素
直
な
気
持

ち
を
描
い
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、「
あ
い
さ
つ
運
動
」で
、
遠

い
自
宅
か
ら
朝
歩
い
て
登
校
す
る
途

中
に
出
会
っ
た
、
元
気
な
お
ば
あ

ち
ゃ
ん
と
の
交
流
に
つ
い
て
書
い
た
、

井
上
万
紀
さ
ん（
久
住
中
３
年
）の

『
歩
む
』が
優
秀
賞
、
部
活
動
で
投
げ

や
り
に
な
っ
て
い
た
自
分
と
向
き
合

い
、
諦
め
ず
に
頑
張
っ
て
い
く
こ
と

の
大
切
さ
を
書
い
た
川
越
萌
々
子
さ

ん（
久
住
中
２
年
）の『
あ
き
ら
め
な

い
』が
佳
作
に
入
賞
す
る
な
ど
、
同

中
学
校
の
活
躍
が
光
り
ま
し
た
。　

　

竹
田
市
防
犯
協
会
副
会
長
の
後
藤

善
文
さ
ん（
上
坂
田
西
・
82
歳
）が
長

年
に
わ
た
り
、
地
域
安
全
活
動
に
尽

力
し
、
安
全
・
安
心
な
ま
ち
づ
く
り

に
貢
献
さ
れ
た
こ
と
が
認
め
ら
れ
、

警
察
庁
長
官
・
全
国
防
犯
協
会
連
合

会
会
長
連
名
で「
防
犯
栄
誉
銀
章
」を

受
章
さ
れ
ま
し
た
。

　

後
藤
さ
ん
は「
身
に
あ
ま
る
光
栄

で
す
。
竹
田
に
は
暴
力
団
も
な
く
、

防
犯
関
係
に
お
い
て
は
、
幸
い
大
き

な
事
件
も
な
く
平
穏
無
事
な
社
会
で

す
。
こ
れ
か
ら
も
市
民
が
安
全
に
暮

ら
せ
る
こ
と
と
、
観
光
客
が
安
心
し

て
観
光
で
き
る
こ
と
が
一
番
大
事
だ

と
思
い
ま
す
」と
語
っ
て
く
れ
ま
し

た
。

全国小・中学校作文コンクール

川越菜々子さんが２年連続県代表に！

　

10
月
21
日
、
歴
史
文
化
姉
妹
都
市

締
結
１
周
年
を
記
念
し
て
、
大
阪
府

茨
木
市
か
ら「
茨
木
市
市
民
訪
問
団
」

22
名
が
来
竹
。
市
本
庁
舎
で
行
わ
れ

た
歓
迎
式
に
て
、
ト
ー
ン
チ
ャ
イ
ム

の
演
奏
グ
ル
ー
プ「
チ
ャ
イ
ム
エ
ン

ジ
ェ
ル
ズ
」の
み
な
さ
ん
が
、
瀧
廉

太
郎
作
曲
の「
荒
城
の
月
」と「
花
」の

２
曲
を
親
善
演
奏
し
、
優
し
い
音
色

を
聞
か
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

↑入賞した川越（萌）さん、川越（菜）さん、井上さん（写真左から）

↑後藤善文さん

↑御沓貞則さん

「茨木市市民訪問団」が来竹

後
ご

藤
とう

善
よし

文
ふみ

さんが
「防犯栄誉銀章」
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　動物愛護週間（９月20日～26日）の一環
として、９月26日、大分県獣医師会竹田
支部は、子どもたちに動物に関する本を
読んでもらおうと、竹田市教育委員会に
図書を寄贈しました。
　今年で８年目。後藤壮一竹田支部長は

「動物を大切にする気持ちを育てることに
役立ててほしいですね」と話しています。
　吉野教育長は「動物の図書が増えると、
子どもたちも喜びます」と、感謝の言葉を
述べました。

　

昨
年
10
月
15
日
か
ら
運
行
を
始

め
た
ク
ル
ー
ズ
ト
レ
イ
ン「
な
な
つ

星
イ
ン
九
州
」。
10
月
19
日
、
運
行

１
周
年
を
記
念
し
て
、
バ
ー
ス
デ
ー

イ
ベ
ン
ト
が
豊
後
竹
田
駅
で
行
わ
れ

ま
し
た
。
し
ら
ゆ
り
幼
稚
園
の
園
児

た
ち
を
は
じ
め
、
多
く
の
市
民
が
プ

ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
に
駆
け
つ
け
、「
な

な
つ
星
」に
手
旗
を
振
り
な
が
ら
お

出
迎
え
。
特
別
に
下
車
を
し
た
乗
務

員
た
ち
と
握
手
を
交
わ
し
た
り
、
全

員
で「
ハ
ッ
ピ
ー
バ
ー
ス
デ
ー
」を
歌

う
等
、
盛
大
に
１
周
年
を
祝
い
ま
し

た
。

　

ま
た
、
前
日
に
も
荻
保
育
所
の
園

児
た
ち
が
１
周
年
を
祝
い
、
豊
後
荻

駅
で
ダ
ン
ス
を
披
露
し
ま
し
た
。

●身近な情報、ホットな話題をお寄せください。（総務課秘書広報係　☎ 63-1043　E-mail：taketa@city.taketa.lg.jp）

　

大
野
川
の
源
流
に
あ
る
白
水
の
滝

の
美
し
い
環
境
を
守
り
、
地
域
の
活

力
の
源
に
し
よ
う
と「
陽
目
の
里
環

境
を
守
る
会
」は
記
念
植
樹
式
を
行

い
ま
し
た
。

　

出
席
者
全
員
で「
姫
シ
ャ
ラ
」、

「
シ
ョ
ウ
ブ
」、「
紫
陽
花
」を
植
樹
。

季
節
ご
と
に
、
白
水
の
滝
を
訪
れ
る

多
く
の
観
光
客
の
目
を
楽
し
ま
せ
て

く
れ
そ
う
で
す
。

  

「
竹
田
市
直
入
高
齢
者
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
」改
修
工
事
が
終
わ

り
、10
月
16
日
、「
竣
工
式
」が
施
設
玄

関
前
で
行
わ
れ
、
出
席
し
た
多
く
の

地
元
関
係
者
は
完
成
を
祝
い
ま
し
た
。

　

美
し
く
蘇
っ
た
施
設
は
、
地
域
の

高
齢
者
の
た
め
の〝
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

の
拠
点
〟と
し
て
、
今
後
も
幅
広
い

活
用
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

10
月
３
日
、「
第
10
回
竹
田
市
交
通

安
全
市
民
大
会
」が
久
住
公
民
館
く

じ
ゅ
う
サ
ン
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
と
し
て
吉
田
俚
楽

座
に
よ
る
無
事
故
を
祈
願
し
た「
天て
ん

の

〆し
め

」が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。
高
齢
化
率

の
高
い
本
市
で
は
、
高
齢
者
の
事
故

が
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。「
思
い
や

り
の
心
」を
持
っ
て「
交
通
事
故
の
な
い
、

明
る
い
竹
田
市
」を
築
き
ま
し
ょ
う
。

阿
蘇
く
じ
ゅ
う
国
立
公
園

　
　
　
　
　

指
定
80
周
年

　

昭
和
９
年
12
月
４
日
に
指
定
さ
れ
、

80
周
年
を
迎
え
た「
阿
蘇
く
じ
ゅ
う

国
立
公
園
」の
記
念
式
典
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

く
じ
ゅ
う
地
域
は
、「
九
州
の
屋

根
く
じ
ゅ
う
連
山
」、「
ミ
ヤ
マ
キ
リ

シ
マ
の
大
群
落
」、「
ラ
ム
サ
ー
ル
条

約
登
録
の
タ
デ
原
湿
原
」、「
日
本
有

数
の
ド
ラ
イ
ブ
コ
ー
ス
や
ま
な
み
ハ

イ
ウ
ェ
イ
」な
ど
魅
力
あ
ふ
れ
る
観

光
資
源
を
有
し
、
多
く
の
登
山
客
と

観
光
客
を
魅
了
し
て
き
ま
し
た
。

　

式
典
に
は
、
久
住
小
学
校
の
児
童

も
参
加
し
、
６
年
の
渡
邊
優
斗
さ
ん

が「
自
然
保
護
宣
言
」を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
久
住
高
原
の
草
原
景
観
を

は
じ
め
、
自
然
や
文
化
の
魅
力
を
見

つ
め
直
す
活
動
に
尽
力
し
た
功
績
が

認
め
ら
れ
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人「
久
住
高

原
み
ち
く
さ
案
内
人
倶
楽
部
」(

上
好

温
代
表)

が
功
労
者
表
彰
を
受
賞
し

ま
し
た
。

↑「おめでとう～ななつ星～」と声をかける園児たち
（豊後竹田駅）

↑笑顔で見送る園児たち（豊後荻駅）

↑吉野教育長に手渡す後藤壮一竹田支部長

育てよう  子どもたちに「動物愛護」の心
美しい源流をいつまでも

蘇った直入高齢者の活動拠点

竹
田
の
交
通
安
全
を
祈
っ
て

ハ
ッ
ピ
ー
バ
ー
ス
デ
ー
♪

 「
な
な
つ
星
」

１
周
年
！

↑自然保護宣言をする渡邊優斗さん
（写真右） 
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魅
力
あ
る
観
光
地
づ
く
り
や
そ
の
魅
力
の
発
信
、
訪

日
外
国
人
旅
行
客
の
誘
致
な
ど
、
観
光
の
振
興
、
発
展

に
貢
献
し
、
そ
の
業
績
が
顕
著
な
個
人
及
び
団
体
に
対

し
て
贈
ら
れ
る「
観
光
庁
長
官
表
彰
」を
、
竹
田
市
国
際

観
光
親
善
大
使「
Ｄ
Ｒ
Ｕ
Ｍ 

Ｔ
Ａ
Ｏ
」が
受
賞
し
ま
し
た
。

　

10
月
20
日
、
竹
田
市
国
際
観
光
親
善
大
使「
Ｄ
Ｒ
Ｕ

Ｍ 

Ｔ
Ａ
Ｏ
」観
光
庁
長
官
表
彰
受
賞
報
告
会
が
市
本
庁

舎
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

表
彰
状
、
盾
の
ご
披
露
に
続
い
て
、
藤
高
郁
夫
社
長

（
株
式
会
社
タ
オ
・
エ
ン
タ
ー
テ
イ
メ
ン
ト
）は
、
次
の

よ
う
に
挨
拶
を
述
べ
ま
し
た
。

  

「
観
光
庁
長
官
表
彰
を
い
た
だ
い
て
竹
田
に
帰
っ
て
き

て
、
久
住
高
原
と
そ
の
山
々
を
見
た
時
、
美
し
い
自
然
、

言
葉
を
な
く
し
て
し
ま
う
よ
う
な
感
動
、
や
は
り（
受

賞
は
）こ
の
景
観
の
お
陰
だ
と
思
い
ま
し
た
。
移
り
住

ん
で
20
年
、
僕
ら
は
毎
日〝
久
住
の
美
し
い
自
然
〟に
感

動
し
て
い
ま
す
。
こ
の
大
自
然
の
中
か
ら
生
ま
れ
て
く

る
音
楽
、
舞
台
が
世
界
中
に
出
て
い
る
の
で
す
。
今
後

は
、
日
本
の
代
表
的
な
芸
能
集
団
を
目
指
し
、〝
日
本

の
観
光
資
源
〟と
い
わ
れ
る
よ
う
に
、
成
長
し
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
」

　

首
藤
市
長
は「
我
が
竹
田
市
、〝
久
住
高
原
に
Ｔ
Ａ
Ｏ

が
あ
る
〟と
い
う
イ
メ
ー
ジ
を
定
着
さ
せ
た
い
。（
今
回

の
表
彰
は
）生
ま
れ
る
べ
き
と
こ
ろ
に
生
ま
れ
育
っ
た

Ｔ
Ａ
Ｏ
の
力
に
よ
る
も
の
。
今
後
の
発
展
を
ご
期
待
申

し
上
げ
ま
す
」と
、
お
祝
い
の
言
葉
を
贈
り
ま
し
た
。

　

文
豪
・
川
端
康
成
氏
が
昭
和
27

年
に
竹
田
高
等
学
校
講
堂
で
講
演

し
た
こ
と
を
記
念
し
て
始
ま
っ
た

こ
の
講
演
会
も
今
年
で
６
回
目
。

　

今
年
８
月
、
Ｔ
Ｓ
Ｇ
竹
田
総
合

学
院
に
て
、竹
田
に
お
け
る〝
ア
ー

テ
ィ
ス
ト
・
イ
ン
・
レ
ジ
デ
ン

ス
〟の
可
能
性
を
テ
ー
マ
に
開
催

さ
れ
た
ト
ー
ク
セ
ッ
シ
ョ
ン
に
登

場
し
た
、
脳
科
学
者
・
茂
木
健
一

郎
先
生
を
講
師
に
迎
え
、
10
月
14

日
、
竹
田
高
校
体
育
館
で
行
わ
れ

ま
し
た
。

  

「
竹
田
高
校
は
、
歴
史
の
あ
る
素

晴
ら
し
い
伝
統
校
。
た
だ
、
君
た

ち
は
い
ず
れ
世
界
に
出
て
い
か
な

く
て
は
な
ら
な
い
。
世
界
を
意
識

し
な
く
て
は
な
ら
な
い
」

  

「
ム
チ
ャ
ぶ
り
を
し
な
い
と
人
間

は
伸
び
な
い
」

  

「
根
拠
の
な
い
自
信
を
持
て
！
そ

Ｔ
Ａ
Ｏ
に
観
光
庁
長
官
表
彰

「
日
本
文
化
」の
魅
力
を
世
界
に
発
信
！

↑ 「ＤＲＵＭ ＴＡＯ」 観光庁長官表彰受賞を祝う関係者のみなさん

↑講演する脳科学者・茂木健一郎先生

↑竹高生の個性を引きだす茂木先生

「第６回川端康成記念講演会」 茂木健一郎先生が講演

生徒諸君！ 世界に出ていく
準備はできているか！
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「
大
人
の
紙
人
づ
く
り
」

に
挑
戦

　

山
口
県
の
伝
統
的
な
和
紙〝
徳
地

和
紙
〟を
使
用
し
て
作
ら
れ
る
紙
人

形「
紙
人（
か
み
び
と
）」の
作
者
で
あ

る
冨
永
嘉
子
先
生
を
お
招
き
し
、
10

月
７
日
、
８
日
の
２
日
間
、
Ｔ
Ｓ
Ｇ

竹
田
総
合
学
院
主
催「
歴
史
文
化
再

発
見
講
座　

紙
人
講
座
」が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

講
座
に
は
、
紙
人
づ
く
り
に
励
む

市
内
有
志
グ
ル
ー
プ
が
参
加
。
参
加

者
は
、
冨
永
先
生
か
ら
紙
人
の
基
本

的
な
制
作
方
法
を
学
び
、
月
２
回
の

自
主
勉
強
会
を
通
じ
て
技
術
の
向
上
、

作
品
作
り
に
励
ん
で
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
初
め
て「
大
人
の
紙
人

づ
く
り
」に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
、
紙
人

の
奥
深
さ
を
再
認
識
し
ま
し
た
。

　

竹
田
市
の
新
た
な
魅
力
づ
く
り
と

Ｐ
Ｒ
を
目
指
し
、
新
た
な
仲
間
も
募

集
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
興
味
の
あ

る
方
は
ぜ
ひ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

●
お
問
い
合
せ　

竹
田
市
企
画
情
報

課
エ
コ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
推
進
室 

☎
６
３
―
４
８
０
１

下
竹
田
で

「
パ
ラ
ー
ド
」交
流

　

竹
田
市
直
入
町
に
あ
る
大
分
県
立

芸
術
文
化
短
期
大
学
の
竹
田
キ
ャ
ン

パ
ス（
旧
下
竹
田
小
学
校
）に
お
い
て
、

企画情報

れ
を
裏
付
け
る
努
力
を
し
て
く
だ

さ
い
」

　

今
回
の
テ
ー
マ
は「
脳
と
学
び
」。

茂
木
先
生
は
、『
脳
』が
持
つ
無
限

の
可
能
性
に
つ
い
て
、
判
り
易
く

解
説
し
な
が
ら
、
竹
田
高
校
の
生

徒
に
対
し
、
竹
高
魂
を
奮
い
立
た

た
せ
る
よ
う
な
、
熱
い
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
贈
り
ま
し
た
。

↑紙人づくりを指導する冨永先生

↑「パラード」が行われた芸短キャンパス

９
月
19
日
か
ら
21
日
ま
で
の
３
日
間
、

〝
パ
ラ
ー
ド
２
０
１
４
竹
田
〟が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

  

「
パ
ラ
ー
ド
」と
は
、
客
寄
せ
の
パ

レ
ー
ド
を
意
味
す
る
仏フ
ラ
ン
ス

蘭
西
語
。
こ

の
日
は
、
恒
例
イ
ベ
ン
ト
で
あ
る
地

域
住
民
と
芸
短
大
の
交
流
会
も
併
せ

て
行
わ
れ
、
前
衛
的
な
音
楽
、
ダ
ン

ス
、
映
像
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
を

楽
し
み
ま
し
た
。

荒城の月短歌大会
作品募集中!

　瀧廉太郎作曲「荒城の月」に代表されるように、竹田市
には古くから詩歌が息づいています。歴史・文化を大切
に継承していく取り組みの一環として、平成27年3月に

「第4回荒城の月短歌大会」を開催します。大会に先立ち、
今を生きる短歌を広く募集します。多くの皆様のご応募、
お待ちしております。

※『荒城の月短歌大会』は、まち全体を学校に見立て歴史
文化の再発見や人材育成、更には起業・定住までを
支援する『竹田総合学院（TSG）』の講座として開催して
います。

応募規定
【テーマ】  ①題詠「月」  ②自由題
【内　容】
　作品は、自作で未発表のものに限ります。２つのテー
マのうちどちらかに応募、もしくは両方に応募でもかまい
ません。題詠は必ず「月」の文字を入れてください。読み
は問いません。

【選　考】
「一般の部」
　　テーマごとに最優秀首1首、優秀首2首、佳作10首
「青少年の部（小・中・高）」
　　テーマごとに最優秀首1首、優秀首2首、佳作5種

※応募作品は、選者の川野里子先生による厳選な審査
を行い、入選作品は2月に竹田市広報紙、竹田市公式
ホームページにて発表、3月7日の短歌大会にて表彰
します。（個別の通知は入選者に限ります）

【選　者】　川野　里子　氏 （歌人、竹田市出身）

応募方法
　郵送、電子メール、直接提出いずれかの方法でご応募
ください。応募様式は竹田市公式ホームページからダウ
ンロードできます。

【郵送による場合】　以下のいずれかで提出してください。
１．指定の応募様式に必要事項を記入して郵送。
２．官製はがきに作品、住所、氏名（ふりがな）、年齢、

性別、電話番号を書き郵送。
３．学校単位で数人分まとめて応募する場合には、青少

年団体用の様式に必要事項を記入して郵送。

【電子メールによる場合】
　メール本文に郵送と同じ内容を記入するか、応募様式
に必要事項を記入したものを添付し、以下のメールアド
レスに送信。

〔E-mail〕   kikaku@city.taketa.lg.jp

【直接提出による場合】
　郵送と同じ内容を記入したものか、応募様式に必要事
項を記入して、竹田市企画情報課（市本庁舎２階）へ提出。

応募先その他
【応募先・お問い合せ】
　〒878-8555　竹田市役所　企画情報課　エコミュージ

アム推進室 「荒城の月短歌大会」係　☎0974-63-4801

【募集期間】
　平成26年9月1日～平成27年1月14日
　※郵送の場合は消印有効



18広報たけた  平成26年11月号

糖
尿
病
を
知
ろ
う
！
防
ご
う
！　

11
月
14
日
は
「
世
界
糖
尿
病
デ
ー
」

糖
尿
病
か
ら
逃
げ
な
い

竹
田
は
７
人
に

　
　

ひ
と
り
が
糖
尿
病

　

糖
尿
病
は
、
血
糖
値
が
慢
性
的
に

高
い
状
態
が
続
く
病
気
で
す
。
竹
田

市
の
人
口
の
15
・
３
％（
大
分
県
は

14
・
５
％
）が
糖
尿
病
で
あ
り
、
罹り

患か
ん

人
数
は
年
々
増
加
し
て
い
ま
す
。

　

糖
尿
病
の
初
期
は
、
ほ
と
ん
ど
症

状
が
な
く
、
自
分
自
身
で
は
気
づ
き

に
く
い
も
の
で
す
が
、
悪
化
す
る
と

脳
梗
塞
・
腎
症（
透
析
）・
心
筋
梗
塞

な
ど
、
多
く
の
深
刻
な
合
併
症
を
引

き
起
こ
し
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
発
症
予
防
に
加
え
、

早
期
発
見
に
よ
る
悪
化
予
防
が
必
要

と
な
り
ま
す
。

　

皆
さ
ん
、『
糖
尿
病
連
携
手
帳
』は

ご
存
じ
で
す
か
？

　

糖
尿
病
連
携
手
帳
と
は
、
自
分
自

身
の
検
査
結
果
や
治
療
経
過
、
指
導

を
受
け
た
内
容
な
ど
を
記
録
で
き
る

も
の
で
す
。
病
院
や
薬
局
で
配
布
し

て
い
ま
す
。

　

手
帳
は
糖
尿
病
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の

鍵
で
す
。
自
分
自
身
で
も
手
帳
を
見

直
し
、
自
分
自
身
の
か
ら
だ
に
つ
い

て
振
り
返
り
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
手
帳
を
病
院
・
薬
局
・
健

康
診
断
な
ど
で
見
て
も
ら
っ
て
い

ま
す
か
？
い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も
持

ち
歩
き
、
地
域
の
支
援
者
に
自
分
自

身
の
状
態
を
正
し
く
知
っ
て
も
ら
い
、

そ
の
場
で
ア
ド
バ
イ
ス
を
得
る
こ
と

は
、
悪
化
予
防
の
１
つ
で
す
！

●
お
問
い
合
せ　

大
分
県
豊
肥
保
健

所
地
域
保
健
課　

☎
０
９
７
４
―

２
２
―

０
１
６
２　

竹
田
市
健
康

増
進
課　

☎
６
３
―

４
８
１
０　

各
支
所
い
き
い
き
市
民
課

　新型インフルエンザ等対策特別措置法第８条に基づく「竹田市新型
インフルエンザ等対策行動計画」の策定に際し、次により市民の皆さ
んのご意見を募集しています。
募集期間　11月14日㈮までに必着 
必要事項　意見、提出者の住所･氏名･連絡先（電話番号）及び計画の

該当箇所 
閲覧方法　市ホームページ及び市窓口（健康増進課、各支所いきいき

市民課）で計画案等の関係資料を閲覧可能
応募要件　竹田市民、竹田市内に事務所を有する法人・団体、竹田

市内就業者等 
応募方法　文書（郵送・持参）、ＦＡＸ及び電子メール
　　　　　〒878-8555　竹田市大字会々1650　竹田市健康増進課
　　　　　TEL 63-4810　FAX 64-9150　E-mail：kenkou@city.taketa.lg.jp 
●お問い合せ　竹田市健康増進課（☎63-4810）
　　　　　　　竹 田 市 総 務 課（☎63-4800）

地
域
の
み
ん
な
で
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す

『
糖
尿
病
連
携
手
帳
』

◎「糖尿病」発症予防・悪化予防する３つのポイント
①生活習慣を改善しよう

　糖尿病の多くは生活習慣の乱れが原因です！ 

②自分の血糖値を知ろう
　早期発見をするには、まずは血液検査から！
定期健診を忘れずに！

③上手に血糖をコントロールしよう
　自分に合った内服などの治療を継続！定期受
診を心がけよう！

パブリックコメント募集

竹田市新型インフルエンザ等
対策行動計画

大人の風しん
予防接種費用の一部を助成しています

　風しん、または麻しん風しんの予
防接種に対し3,000円の費用を助成
しています。
　妊娠した女性が風しんにかかると、
赤ちゃんに難聴、心疾患、白内障な
どの障がいが出る可能性があります。
妊娠を希望されるご夫婦や妊婦の夫
は予防接種を受けることをご検討く
ださい。
助成対象者

①20歳～49歳の女性（妊婦を除く）
とその夫

　②妊婦の夫
詳細は、竹田市健康増進課までお問
い合わせください。（☎0974-63-4810）
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子
ど
も
の
発
熱
の
原
因
の

９
割
を
占
め
る
ウ
イ
ル
ス

　

先
月
、
子
ど
も
の
熱
の
１
割
を
占

め
る
細
菌
感
染
の
話
を
し
ま
し
た
が
、

今
月
は
残
り
９
割
の
ウ
イ
ル
ス
の
お

話
を
し
ま
す
。

　

ウ
イ
ル
ス
は
、
抗
菌
薬（
抗
生
剤
）

が
効
き
ま
せ
ん
。
数
日
の
間
に
悪
く

な
っ
て
、
や
が
て
ピ
ー
ク
を
迎
え
て
、

自
然
に
治
っ
て
い
き
ま
す
。
で
す
か

ら
、
病
院
に
早
く
か
か
っ
て
も
、
か

か
ら
な
く
て
も
、
お
薬
を
も
ら
っ
て

も
、
も
ら
わ
な
く
て
も
、
治
る
ま
で

の
期
間
が
短
く
な
る
も
の
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。

　

し
か
し
、
稀
で
す
が
、
ウ
イ
ル
ス

が
脳
に
入
り
、
脳
炎
・
脳
症
と
い
っ

た
命
を
脅
か
す
病
気
に
進
展
し
て
し

ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
た
と
え
ば
、

風
邪
ウ
イ
ル
ス
も
脳
炎
の
原
因
に
な

り
ま
す
。
子
ど
も
の
脳
炎
・
脳
症
の

原
因
と
な
る
代
表
的
な
ウ
イ
ル
ス
は

12
種
類（
ヘ
ル
ペ
ス
、
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
、
は
し
か
、
風
疹
、
水
ぼ
う
そ

う
、
お
た
ふ
く
風
邪
、
ロ
タ
、
ポ
リ
オ
、

日
本
脳
炎
、
ア
デ
ノ
、
エ
コ
ー
、
コ

ク
サ
ッ
キ
ー
）と
言
わ
れ
て
い
ま
す

が
、
う
ち
、
特
効
薬
が
あ
る
の
は
３

種
類（
ヘ
ル
ペ
ス
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
、水
ぼ
う
そ
う
）し
か
な
い
の
で
す
。

　

早
く
治
る
も
っ
と
も
効
果
的
な
手

段
は
、
安
静
、
睡
眠
、
栄
養
で
す
。

普
段
か
ら
の
運
動
や
、
偏
り
の
な
い

食
生
活
、
規
則
正
し
い
生
活
に
よ
っ

て
、
ウ
イ
ル
ス
感
染
を
予
防
し
、
か

か
っ
て
も
早
く
治
る
よ
う
に
努
め
て

お
い
て
く
だ
さ
い
。

　

そ
し
て
、
特
効
薬
は
３
種
類
の
ウ

イ
ル
ス
に
対
し
て
し
か
あ
り
ま
せ
ん

が
、
ワ
ク
チ
ン
は
８
種
類
の
ウ
イ
ル

ス
に
対
し
て
あ
る
こ
と
を
、
覚
え
て

お
い
て
く
だ
さ
い
。

　

私
た
ち
は
、
ワ
ク
チ
ン
に
よ
っ

て
、
命
の
危
険
か
ら
守
ら
れ
て
い
ま

す
。
そ
し
て
そ
れ
を
知
っ
て
い
る
小

児
科
医
は
、
風
邪
薬
を
出
す
よ
り
も
、

多
く
の
子
ど
も
に
ワ
ク
チ
ン
を
う
っ

て
あ
げ
た
い
と
思
っ
て
い
る
の
で
す
。

（
大
分
大
学
医
学
部
地
域
医
療
・
小

児
科
分
野　

是
松
聖
悟
．）

第４回

　

荻
児
童
館
で
は
、10
月
14
日
に
Ｐ
・

Ｐ
会
議
（
プ
チ
ト
マ
ト
・
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
会
議
）
の
子
ど
も
た
ち
に
よ
る

企
画
の
「
ク
ッ
キ
ン
グ
教
室
」
を
地

域
の
方
々
、
コ
ス
モ
ス
会
の
ご
協
力

の
も
と
開
催
し
ま
し
た
。
Ｐ
・
Ｐ
会

議
と
は
竹
田
市
児
童
館
の
ジ
ュ
ニ
ア

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
チ
ー
ム
の
こ
と
で
、

行
事
や
イ
ベ
ン
ト
に
ス
タ
ッ
フ
と
し

て
積
極
的
に
参
加
し
、
自
分
た
ち
で

企
画
、
構
成
し
て
、
行
事
を
実
施
し

て
い
ま
す
。
今
回
は
計
画
か
ら
レ
シ

ピ
作
り
や
役
割
分
担
、
打
ち
合
わ
せ

も
行
い
ま
し
た
。

　

メ
ニ
ュ
ー
が
決
ま
る
か
心
配
で
し

た
が
、
す
ぐ
に
「
だ
ん
ご
汁
」、「
お

に
ぎ
り
」
を
作
り
た
い
と
い
う
希
望

が
出
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
の
心
の

中
に
、
郷
土
料
理
と
し
て
「
だ
ん
ご

汁
」
が
あ
る
こ
と
は
驚
き
で
し
た
。

　

異
な
る
学
年
同
士
の
グ
ル
ー
プ
で

の
実
習
、
高
学
年
の
子
ど
も
が
低
学

年
に
優
し
く
教
え
て
あ
げ
た
り
、
見

守
る
姿
、
そ
し
て
み
ん
な
で
協
力
し

合
う
微
笑
ま
し
い
光
景
を
目
の
当
た

り
に
し
ま
し
た
。
家
庭
で
は
包
丁
を

持
つ
機
会
の
無
い
子
ど
も
た
ち
で
す
。

丁
寧
に
教
え
て
貰
う
と
、
包
丁
を
持

つ
手
が
、
次
第
に
そ
れ
ら
し
い
格
好

に
な
っ
て
い
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、〝
ご
ぼ
う
の
笹
が
き
〟
を

し
た
こ
と
の
な
い
子
ど
も
も
、
少
し

ず
つ
上
手
に
な
り
、「
初
め
て
だ
っ

た
け
ど
自
信
が
つ
い
た
。
嬉
し
か
っ

た
。
家
で
も
し
た
い
！
」
と
喜
ん
で

い
ま
し
た
。
好
奇
心
旺
盛
な
子
ど
も

た
ち
は
、
一
つ
ひ
と
つ
に
興
味
を
持

ち
、
説
明
の
時
に
も
真
剣
な
眼
差
し

で
し
た
。

　

自
分
た
ち
で
作
っ
た
だ
ん
ご
汁
。

ほ
と
ん
ど
の
子
ど
も
は「
美
味
し
い
」

と
何
杯
も
お
か
わ
り
を
し
て
い
ま
し

た
が
、「
に
ん
じ
ん
が
嫌
い
」、「
し

い
た
け
が
嫌
い
」
と
言
っ
て
い
た
子

ど
も
も
残
さ
ず
綺
麗
に
食
べ
ま
し
た
。

「
だ
ん
ご
汁
が
嫌
い
で
ど
う
し
よ
う

…
」
と
い
う
保
護
者
の
方
の
心
配
も

何
の
そ
の
。
み
ん
な
で
協
力
し
て

作
っ
た
だ
ん
ご
汁
の
味
は
格
別
だ
っ

た
の
で
し
ょ
う
。
何
と
笑
顔
で
全
部

平
ら
げ
た
の
で
す
。

　

週
明
け
に
「
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
と
一

緒
に
だ
ん
ご
汁
を
作
っ
た
よ
」
と
い

う
話
を
聞
き
ま
し
た
。『
食
に
関
心

を
持
つ
こ
と
の
大
切
さ
』
を
伝
え
ら

れ
る
貴
重
な
機
会
。
今
後
も
ぜ
ひ
た

く
さ
ん
の
方
々
に
参
加
し
て
ほ
し
い

で
す
ね
。

食育活動レポート
竹田市荻児童館

健康一直線

↑「クッキング教室」で成長する子どもたち

◆だんご汁
《作り方》　

１．小麦粉に塩と水をいれてこね、親指大にちぎっ
てまるめ、ぬれぶきんをかけてねかせる。

２．干し椎茸はもどして薄切り、ごぼうは笹がき
にして水にさらし、にんじんはいちょう切り、
さといもは一口大に切って塩もみして洗う。

３．油あげは、油ぬきして小さく切る。
４．なべに水、頭とはらわたをとりのぞいたいり

こを入れ、火にかけてだしをとる。
５．野菜類を入れて煮て、軟らかくなったら、１

のだんごをのばして入れる。
６．ふたをして、だんごを軟らかく煮て、最後に

みそをとき入れる。
７．つぎ分けて、きざんだネギをちらす。

『
食
に
関
心
を
持
つ
こ
と
の
大
切
さ
』

〈材料〉　６人分
　小麦粉　　　　160ｇ
　塩/水　　　　   適量
　干し椎茸　　　４枚
　ごぼう　　　　80ｇ
　にんじん　　　40ｇ　
　さといも　　　100ｇ
　油あげ　　　　１枚
　水　　　　　　1000cc
　いりこ　　　　１つかみ
　みそ　　　　　60ｇ
　小ネギ　　　　少々
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10
月
４
日
、な
お
い
り
保
育
園
の

園
庭
に
て
、
17
名
の
年
長
児
が
組
体

操
で「
久
住
山
」を
見
事
に
表
現
し
ま

し
た
。
17
名
の
心
が
一
つ
に
な
っ
た

感
動
的
な
瞬
間
で
し
た
。

　

く
じ
ゅ
う
連
山
の
懐
に
抱
か
れ
た

な
お
い
り
保
育
園
は
、
広
い
園
庭
が

自
慢
で
、
一
年
中
子
ど
も
た
ち
が
四

季
折
々
の
遊
び
を
展
開
し
、
好
奇
心

や
探
究
心
を
養
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
知
・
音
・
体
・
徳
・
感

教
育
と
し
て
、ラ
ボ（
英
語
）、バ
ト
ン
、

絵
画
・
造
形
、
書
き
方
、お
茶
、
和

太
鼓
と
プ
ロ
の
講
師
陣
に
よ
り
、
楽

し
く
学
び
、
子
ど
も
た
ち
の
無
限
の

可
能
性
を
引
き
出
し
て
い
ま
す
。
中

で
も
、０
歳
児
か
ら
行
っ
て
い
る
ラ

ボ
は
、５
歳
児
に
な
る
頃
、
英
語
劇

が
出
来
る
よ
う
に
な
っ
た
り
、３
歳

か
ら
始
め
た
絵
画
・
造
形
で
は
、４
・

５
歳
児
で
全
国
展
に
毎
年
５
、６
人
、

入
賞
す
る
事
が
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

　

ま
さ
に
、｢

継
続
は
、
力
な
り｣

様
々
な
体
験
は
、
子
ど
も
た
ち
に

と
っ
て
糧
と
な
り
、
生
き
る
力
を
生

み
出
し
て
い
ま
す
。

「
子
ど
も
た
ち
に
、
将
来
ど
ん
な
人

に
育
っ
て
ほ
し
い
か
？
」 

　

長
い
ス
パ
ン
で
考
え
な
が
ら
、「
今

で
き
る
事
は
何
か
？　

そ
れ
は
、
一

人
ひ
と
り
に
繰
り
返
し
、く
り
返
し

丁
寧
に
保
育
す
る
こ
と
！
」 
こ
の
共

通
理
解
の
も
と
に
、
職
員
の
限
り
な

い
熱
意
と
愛
情
で
子
ど
も
た
ち
に

日
々
接
し
て
お
り
ま
す
。

　

９
月
、
敬
老
の
日
ふ
れ
あ
い
行
事

で
、
地
元
の
病
院
や
老
人
ホ
ー
ム
に

遊
び
に
行
き
、
心
の
通
っ
た
温
か
い

交
流
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

卒
園
し
た
後
、
働
く
親
御
さ
ん
の

安
心
安
全
を
引
き
受
け
る
児
童
ク
ラ

ブ
も
軌
道
に
の
り
、
神
楽
部
は
、お

祭
り
や
地
域
の
イ
ベ
ン
ト
に
呼
ば
れ
、

地
域
に
御
恩
返
し
。
温
か
い
拍
手
と

大
舞
台
は
、
子
ど
も
た
ち
の
大
き
な

自
信
へ
と
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。
全

て
の
体
験
、
経
験
が「
生
き
る
力
」を

育
ん
で
い
ま
す
。

　

地
域
の
方
々
に
愛
さ
れ
、
保
護
者

と
手
を
た
ず
さ
え
て
、こ
れ
か
ら
も

子
ど
も
た
ち
の
15
年
先
、
20
年
先
を

見
据
え
た
保
育
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　

た
え
ず
聞
こ
え
る
笑
い
声
、た
え

ず
聞
こ
え
る
叱
り
声
！　

愛
情
た
っ

ぷ
り
の
に
ぎ
や
か
な
な
お
い
り
保
育

園
に
、ぜ
ひ
遊
び
に
来
て
く
だ
さ
い
。

子
育
て
相
談
・
栄
養
相
談
等
、お
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

（
工
藤　

智
子
）

↑心がひとつに、組体操「久住山」

↑子どもたちが活躍！児童クラブ神楽部
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ス
パ
直
入
は
直
入
町
上
田
北
に

あ
る
。
川
崎
重
工
業
㈱
を
オ
ー
ナ
ー

と
す
る
「
株
式
会
社
オ
ー
ト
ポ
リ

ス
」
が
運
営
す
る
全
長
１
４
３
０

ｍ
の
二
輪
専
用
の
公
認
サ
ー
キ
ッ

ト
場
で
あ
り
、
各
種
オ
ー
ト
バ
イ

の
技
術
向
上
を
計
り
な
が
ら
、
結

果
と
し
て
交
通
事
故
防
止
に
繋
げ

る
と
い
う
施
設
で
あ
る
。

　

沿
革
は
昭
和
56
年
（
１
９
８
１
）

に
カ
ワ
サ
キ
オ
ー
ト
バ
イ
の
部
品

を
作
る
「
カ
ワ
サ
キ
大
分
製
作
所
」

と
し
て
操
業
を
開
始
し
た
こ
と
に

始
ま
る
。
平
成
２
年
に
現
在
の
ス

パ
直
入
の
オ
ン
ロ
ー
ド
コ
ー
ス
が

営
業
を
開
始
し
、
地
元
に
と
っ
て

初
め
て
の
、
ス
ピ
ー
ド
感
あ
ふ
れ

る
オ
ー
ト
バ
イ
の
走
行
を
見
よ
う

と
多
く
の
見
物
者
が
訪
れ
た
。
そ

の
後
、
バ
イ
ク
の
初
心
者
か
ら
中

上
級
者
ま
で
楽
し
め
る
「
ア
ド
ベ

ン
チ
ャ
ー
林
間
コ
ー
ス
」
と
名
づ

け
ら
れ
た
４
・
３
㎞
の
オ
フ
ロ
ー
ド

（
未
舗
装
）
コ
ー
ス
が
設
け
ら
れ
た
。

　

現
在
は
オ
ン
ロ
ー
ド
コ
ー
ス
の

み
が
運
営
さ
れ
て
い
る
が
、
オ
ー

ト
バ
イ
が
爆
音
を
轟
か
せ
順
位
を

競
う
走
行
会
や
ミ
ニ
バ
イ
ク
の

レ
ー
ス
な
ど
が
行
わ
れ
る
ほ
か
、

全
日
本
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
選
手
な
ど

を
講
師
と
し
て
の
教
習
会
な
ど
、

多
様
な
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
て

い
る
。
こ
う
し
た
催
し
に
九
州
各

地
、
遠
く
は
中
国
地
方
か
ら
多
く

の
ラ
イ
ダ
ー
が
集
ま
り
活
気
あ
る

施
設
と
な
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
一
般
に
は
知
ら
れ
て
い

な
い
が
、
県
の
防
災
航
空
隊
の
ヘ

リ
コ
プ
タ
ー
に
よ
る
救
助
訓
練
に

利
用
を
提
供
し
て
い
る
。

　

し
か
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
情
で

平
成
22
年
製
造
工
場
が
操
業
を
中

止
し
、
続
い
て
林
間
の
オ
フ
ロ
ー

ド
も
閉
鎖
さ
れ
サ
ー
キ
ッ
ト
場
だ

け
が
残
っ
た
。

　

そ
の
後
、
所
有
者
の
川
崎
重
工

業
は
利
用
さ
れ
な
く
な
っ
た
39
㌶

に
及
ぶ
広
大
な
林
野
を
、
現
金

３
千
万
円
を
添
え
て
無
償
で
竹
田

市
に
譲
渡
さ
れ
た
。
こ
の
土
地
は

大
分
市
中
心
部
へ
車
で
30
～
40
分
、

ま
た
近
く
に
長
湯
温
泉
も
あ
る
と

い
う
立
地
条
件
で
あ
り
、
厚
意
あ

る
貴
重
な
土
地
を
、
市
と
し
て
ど

の
よ
う
に
活
用
す
る
か
と
い
う
こ

と
に
つ
い
て
「
直
入
地
域
資
源
利

活
用
懇
話
会
」
を
設
け
、
他
の
い

く
つ
か
の
案
件
と
と
も
に
、
有
益

な
提
言
が
行
わ
れ
る
よ
う
さ
ま
ざ

ま
な
観
点
か
ら
検
討
し
て
い
る
。

（
清
水　

誠
一
）

オートレース場「スパ直入」

子
ど
も
た
ち
の
輝
け
る

15
年
〜
20
年
先
を
見
据
え
て
！

今
月
の
学
び
舎

な
お
い
り
保
育
園

（資料　スパ直入提供）

↑地元の高齢者とのふれあ
　い交流
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休館日カレンダー

【一般の本】
・笹の舟で海をわたる（毎日新聞社）　　　角田　光代
・癒し屋キリコの約束（幻冬舎）　　　　　森沢　明夫
・群青のタンデム（角川春樹事務所）　　　長岡　弘樹
・フォルトゥナの瞳（新潮社）　　　　　　百田　尚樹
・肌色のポートレート（光文社）　　　　　赤川　次郎
・ニッポン景観論（集英社新書）　　アレックス・カー
・いちばんよくわかる！スポーツマッサージ
　（学研パブリッシング）　　　　　　　　並木磨去光
・毎日が輝く、ものと私の”いい関係”（KADOKAWA）沖　　幸子
・マッサンとリタジャパニーズ・ウイスキーの誕生
　（ＮＨＫ出版）　　　　　オリーヴ・チェックランド

【子どもの本】
・小さな町の風景（偕成社）　　　　　　　杉　みき子
・月夜のバス（偕成社）　　　　　　　　　黒井　　健
・いろいろいろのほん（ポプラ社）　エルヴェ・テュレ
・つるばら村の魔法のパン（講談社）　　　茂市久美子
・地獄堂霊界通信１～８巻（講談社）　　　香月　日輪

【郷土の本】
・まるごとわかる大分県（明石書店）　　　辻野　功他
・句集　紅梅（文学の森）　　　　　　　　後藤　幸子

他50冊ほど入りました

新刊のご案内
図書館の
お知らせ

11 月

みんなのゆうがくかん

お知らせ
毎週月曜日が休館日のため、11月３日㈪文化の日、
11月24日㈪秋分の日はお休みです。	
火曜日から日曜日は10:00～18:00まで開いています
ので、お気軽にお立ち寄りください。	

今

月
の読
み聞か

せ

「畑のおうち」クラインガルテンの12 ヵ月

「蛙となれよ冷し瓜」一茶の人生と俳句

岡崎英生著（日本インテグレード）

マシュー・ゴラブ 文　脇明子 訳（岩波書店）

　小林一茶の生涯を、33の俳句を織り交ぜてわかりやすく
紹介している本です。この本はアメリカで出版された絵本
を翻訳したものですが、風景や生きもののイラストがその
句ごとに描かれ素敵な一冊となりました。英訳した３行の
詩も掲載されています。
　あなたも一句いかがですか？

　家付き貸し農園「クラインガルテン」での週末ファーマー生
活を、美しい写真とともに紹介。代表的な14種類の作物の育
て方や、収穫した野菜などの調理法が＂畑ごはん＂の項目でま
とめられています。何より貸し農園を遊び場としてたくまし
く育ってきたこうちゃんの存在が、可愛い写真を通してほの
ぼのと伝わってきます。

一般の本

子どもの本

司書おすすめの1冊

○ブックスタート　
　11月５日㈬  13：30〜（竹田市総合社会福祉センター）
○おはなしのへや
　毎週火曜日  10：30～11：00（竹田市立図書館えほんのへや）
○おはなしルーム
　11月13日㈭  14：00～14：30（竹田幼稚園）
　11月20日㈭  14：00～14：30（南部幼稚園）

日 月 火 水 木 金 土
1 ◯お

◯く
◯な

2
◯く
◯な

3
◯お

4 5 6 7 8 ◯お
◯く
◯な

9
◯く
◯な

10
◯お

11 12 13 14 15◯お
◯く
◯な

16
◯く
◯な

17
◯お

18 19 20 21 22◯お
◯く
◯な

23
◯く
◯な

24
◯お

25 26 27 28 29◯お
◯く
◯な

30
◯く
◯な

　　（アミ）が図書館の休館日
◯お ＝荻図書室　◯く ＝久住図書室
◯な ＝直入図書室
■竹田市立図書館
　TEL・FAX 63-1048
■荻図書室（荻駅交流館図書室）
　TEL･FAX 68-2200
■久住図書室
　TEL 76-0717・FAX 76-0724
■直入図書室
　TEL 75-2240・FAX 75-2231
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第66回画聖「田能村竹田」先生をしのぶ美術祭

紙上作品展
　画聖「田能村竹田」先生をしのぶ美術祭審査が10月10日、
竹田市Ｂ＆Ｇ直入海洋センター体育館で行われ、絵画の部

（3,485点）、書写書道の部（1,578点）に出品された5,063点
の中からそれぞれ28点が特賞に選ばれました。 
　授賞式は11月3日（月・祝）、久住公民館くじゅうサンホー
ルにて行われます。特賞作品は11月1日㈯～11日4日㈫午前
中まで久住公民館で展示されます。 
　また、11月18日㈫午後1時～11日24（月・振休）まで市民
ギャラリー水琴館で再展示を行います。 
　今月号は文部科学大臣賞作品、及び市内の特賞受賞作品
をご紹介します。（敬称略）

書
写
書
道
の
部
文
部
科
学
大
臣
賞
　
石
田　

千
賀
（
大
分
市
立
賀
来
小
中
学
校
６
年
）

竹
田
市
長
賞
　
小
野　

嗣
享
（
祖
峰
小
６
年
）

文部科学大臣賞
小野　礼貴（豊後大野市立犬飼小５年）

絵画の部

大分県知事賞
工藤　心美（城原小１年）

竹田市教育委員会教育長賞
大口　峻央（豊岡小６年）

毎日新聞社賞
森迫　姫菜（豊岡小１年）

竹田市造形教育研究会長賞
渡部　聡太（宮城台小２年）

竹田ロータリークラブ会長賞
上村　萌愛（荻小５年）

竹田市長賞
工藤　眞実（竹田中３年）

大分県造形教育研究会長賞
吉良　将人（竹田中１年）

竹田市文化連盟会長賞
大塚　琉花（直入小３年）

竹田市議会議長賞
菊池　桃子（荻小６年）

毎日新聞社賞
甲斐　悠希（豊岡小３年）

㈶田能村竹田顕彰会理事長賞
工藤　凌空（豊岡小４年）

九州アルプス商工会長賞
吉岡　愛（豊岡小２年）

毎日新聞社賞
内那　愛美（白丹小２年）
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片ヶ瀬から夕陽を激写してみませんか！

歌で故郷に元気を届けたい！

美しい「月下美人」のお花見会

竹田南高校主催「秋の夕景写真コンテスト」、作品募集中！

竹田市出身の歌手・工藤えみさんが施設訪問

一晩限りの儚さを隣近所で楽しみました

　古来夕日は、日本人にとって郷愁をそそる光景とされてきました。片ヶ瀬の大地
から、阿蘇を背景に望む夕陽は圧巻です。片ヶ瀬に校舎実習場を構える、学校法人
稲葉学園竹田南高等学校が「秋の夕景写真コンテスト」を行います。
　平野孝光理事長は「我が校の生徒たちは、素晴らしい自然環境の中で、のびのびと
学んでいることを広く知ってもらいたいと考え、コンテストを初めて開催することに
なりました。決定的瞬間をとらえた作品の応募をお待ちしています」と話しています。

募集期間　10月25日㈯～12月14日㈰ 
撮影場所　竹田南高等学校　片ヶ瀬校舎（竹田市片ヶ瀬320番地１）と周辺
　　　　　※校舎敷地内の開放は平日のみで日没まで
　　　　　（★10／17現在、日没17時20分～30分頃が撮影ベストタイムです）
テ　ー　マ　「片ヶ瀬校舎から見る夕景」
サ　イ　ズ　「６つ切りサイズ」か「Ａ４サイズ」の白黒・カラープリント
入賞作品　 最優秀賞・３万円（１名）、優秀賞・各１万円（２名）、佳作・各５千円（３名）
審　　査　学校法人稲葉学園審査委員　３名
発　　表　2015年２月９日㈪　入賞者に直接通知、ホームページにて掲載
応募方法　作者の住所、氏名、電話番号、年齢、撮影年月日、作品名、作品に対す

るコメントを記入したもの（自作可）を、作品１枚ごとに作成し、作品の
裏に張り付けてご応募ください。

●ご送付先・お問い合せ  学校法人稲葉学園 竹田南高等学校（〒878-0013  竹田市大
字竹田2509番地）　☎0974-63-3223（http://taketaminami.jp/）

　竹田市出身・女性ボーカリストの工藤えみさんが10月４日、市内久
住町の介護老人保健施設「ヴァル・ド・グラスくじゅう」を訪問しまし
た。
　工藤さんはファーストシングル「すきだよ～いつかキミに伝えたいこ
と～」をリリースしたばかり。現在、 九州キャンペーン中ですが、生ま
れ育った故郷・竹田の施設のみなさんに元気を届けようと、多忙なス
ケジュールの合間をぬって、駆けつけてくれたのです。
　ステージでは、「Bring me!」ほか、全３曲を披露。会場の高齢者のみ
なさんからは、温かい拍手が贈られました。 
　工藤さんは「温かい拍手や声援をいただき、私の方が元気をもらって
しまいました。竹田でまた歌いたいですね」と語ってくれました。 
　2015年秋公開予定の映画主演も決定し、今後もさらに活躍が期待さ
れます！

　10月１日、市内桜瀬にお住まいの阿南勝則さん宅にて、大事に育てた「月下美人」10
輪が満開となり、隣近所の皆さんが集まりお花見大会が開かれました。
　夜に花を咲かせ、一晩しか花を咲かせない「月下美人」。その儚さが魅力であり、美
しいその姿からは、甘い香りがします。阿南さんによると、夕方から蕾が膨らみ始め、
暗くなるにつれてだんだんと花が開いていったそうです。参加したみなさんは「月下美
人」を眺めながら、感動と喜びを分かち合いました。

↑おじいちゃん、おばあちゃんの
握手に応じる工藤さん

片ヶ瀬の
美しい夕景

←施設のみなさんと笑顔で！
↑思いを込めて、歌ってくれました

↑笑顔の花も咲きました（阿南さん宅）

【応募規定】
・プロ、アマ問いません。どなたでもご応募

出来ます。
・応募作品は未発表のものに限ります。
・１人２点までご応募できます。
・入賞作品の使用権は、すべて主催者に帰属

し、写真展示、パンフレット、学校ホーム
ページ、学校案内など広報・募集活動に使
用させていただきます。

・応募作品は原則返却致しません。
・人物が被写体となる場合は、本人の承諾を

得て応募してください。肖像権侵害などの
責任を主催者は一切負いません。

・全ての入賞作品は受賞通知に記載する期日
までに、原版をデジタルデータで提出して
ください。フィルムの場合は、写真店等で
デジタルデータに変換してご提出をお願い
します。

10月号の「地元のいい 出来事」の蛍劇団の記事の中で、明治地区公民館長の名前に
誤字がありました。正しくは「酒井恭喜」さんです。訂正しておわびします。

訂正とおわび
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■

メ
ー

ル
ア

ド
レ
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ail taketa@
city.taketa.lg.jp　

■
編

集
／

総
務

課
秘

書
広
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係

　
TEL 0974-63-1043　

FAX 0974-63-0995　
■

印
刷

／
い

づ
み

印
刷

㈱
竹

田
営

業
所

こ
の

広
報

誌
は

再
生

紙
を

使
用

し
て

い
ま

す
。

　

日
当
た
り
の
い
い
山
地
の
草
原

や
高
い
山
の
尾お

根ね

筋す
じ

に
生
育
す
る

高
さ
40
㌢
ほ
ど
の
多
年
草
で
す
。

全
体
に
乾か

ん
そ
う燥
気ぎ

み味
な
感
じ
の
植
物

で
す
。
茎く
き

は
直
立
し
、
ほ
と
ん
ど

分ぶ
ん

枝し

し
ま
せ
ん
が
個
体
に
よ
り
分

枝
す
る
も
の
も
あ
り
ま
す
。

　

互ご

生せ
い

の
葉
は
分ぶ

厚あ
つ

い
や
や
革か
く

質し
つ

で
茎
の
根
元
に
ロ
ゼ
ッ
ト
（
放ほ
う

射し
ゃ

）
状
に
数
十
枚
が
根こ
ん

生せ
い

し
ま
す
。

葉
の
形
は
基
部
が
幅
の
狭せ
ま

い
倒と
う

披ひ

針し
ん

形け
い

で
、
大
き
さ
は
長
さ
20
㌢
、

幅
が
４
㌢
ほ
ど
で
す
。

　

夏
の
頃
、
葉よ
う
し
ん心
か
ら
１
本
だ
け

出
た
茎
の
先
端
部
の
総ふ
さ

状じ
ょ
う
か花
序じ
ょ

に

径
12
㍉
ほ
ど
の
淡た
ん
お
う黄
褐か
っ

色し
ょ
く

の
６
弁

花
を
多
数
咲
か
せ
ま
す
。
花
弁
は

細
い
披
針
形
で
先
が
鋭す
る
ど

く
と
が
っ

て
い
ま
す
。

　

和
名
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（竹田市城下町一円）

問NPO法人里山保全竹活用
百人会　☎0974-63-2638

第15回  たけた竹灯籠
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別冊 たけたん情報　11月号
市民ギャラリー水琴館　　　    ☎ 63-2200

〔開館時間〕9：00〜17：00
〔休　館　日〕11月４日㈫、10日㈪、17日㈪、25日㈫

○『二九志乃会作品展』
　10月29日㈬～11月９日㈰
　二九志乃会の会員の作品（絵画・陶芸・型染・書道・
パッチワークなど）約70点を展示。（佐藤昭次☎63-1222）

○『大分県市町村職員年金者連盟竹田支部第
　３回趣味展』
　11月11日㈫午後～11月16日㈰
　会員の作品（絵画・写真・木彫・手芸・掛物・木版
画・書道ほか）約100点を展示します。

（大分県市町村職員年金者連盟竹田支部 ☎090-4770-6901）

○『第66回画聖「田能村竹田」先生をしのぶ美術
　祭特賞作品展』
　11月18日㈫午後～11月24日（月・振）
　「田能村竹田」先生をしのぶ美術祭で、特賞に選出さ
れた作品（絵画28点・書写書道28点）を展示します。

（竹田市教育委員会生涯学習課　☎63-4817）

○『工藤敬一写真展』　
　11月27日㈭～12月７日㈰
　来年で米寿を迎えるアマチュア写真家工藤敬一氏。
これまでの集大成となる写真展です。

（市民ギャラリー水琴館　☎63-2200）
※展示内容の詳細については、申込者へ直接お問い合

わせください。

歴史資料館　　　　　　　　　  　☎63-1923

〔開館時間〕9：00〜17：00
〔休　館　日〕11月４日㈫、10日㈪、17日㈪、25日㈫

○特別展『中川秀成の戦い～佐賀関合戦を読
　む～』 
　11月1日㈯～12月14日㈰
　岡藩中川家の運命を決めた慶長５年（1600年）の『佐
賀関合戦』について紹介する展示です。「天下分け目」の
関ヶ原の戦いに中川秀成はどのように関わったのか、
中川家をピンチに追い込んだ石垣原の戦いでの家臣の
行動とは、多くの犠牲を払った臼杵城攻めと佐賀関合
戦はどのような戦いだったのか、今に伝わる古文書か
ら読み解いていきます。

古文書実践講座受講生募集
　大分県立先哲史料館の協力で、古文書の基礎と扱い
方、解読の基礎や整理の方法を学ぶ「古文書実践講座」
を開講します。地域や家に伝えられた古文書などの史
料に関心のある方々のご参加をお待ちします。
会　　場　市民ギャラリー水琴館会議室
募集人員　20名（先着順）　※受講無料
日　　程　第１回（11月24日㈪）、第２回（11月29日㈯）
　　　　　第３回（12月６日㈯）、第４回（12月13日㈯）

時　　間　13：30～17：00
内　　容　①先哲史料館研究員により講義
　　　　　②歴史資料館専門員による演習

●お申込み・お問い合せ　竹田市立歴史資料館☎63-1923
　／市民ギャラリー水琴館☎63-2200

平成26年度大分県記録史料所在確認調査報告会

『竹田の古文書－ふるさとのことを語ろう－』
　歴史資料館では古文書の収集や調査に取り組んでお
り、市民の方々にも古文書の解読に参加してもらって
います。また、大分県立先哲史料館と一緒に「記録史料
所在確認調査」を行ってきました。今回、調査成果など
を紹介する報告会を開催します。古文書のことや地域
の歴史と文化について参加者で語り合いませんか。
日　時　11月18日㈫　13：30～
会　場　竹田分館（旧一味楼）
内　容　①先哲史料館研究員による報告
　　　　②フォーラム「古文書を調べること、受け継ぐ

こと」
主　催　大分県立先哲史料館、竹田市教育委員会
●お問い合せ　竹田市立歴史資料館　☎63-1923

管理に困った「古文書」がありませんか？
　ふるさとの歴史と文化をより深く知ることのできる
古文書は大事な文化財です。「古文書」を未来へ受け継い
でいくことに大きな意味があります。家に残された古
文書から、いまだに明らかになっていない竹田の歴史
の重要な部分がわかるかもしれません。古文書を管理
できなくなったがどうしたらよいかなど、古文書に関
する相談を受け付けています。捨ててしまう前にまず
は資料館までお知らせください。
●お問い合せ　竹田市立歴史資料館　☎63-1923

探しています！
岡城の写真及び絵図ありませんか？
　岡城跡の史跡整備が進められて30年を迎えます。30
年を迎え、今後より良い整備を目指すために、幅広い
資料収集が求められます。そこで、岡城の歴史が刻ま
れた写真や絵図等をお持ちの方は、ぜひ文化財課まで
ご連絡ください。なお、写真及び絵図等は昭和20年
以前のもので、ご連絡をいただいた資料につきまして
は、実見のうえ、写真撮影等をさせていただきますの
で、よろしくお願いします。
●お問い合せ　竹田市教育委員会文化財課　☎63-4818

❶❶

国指定史跡   岡城跡

キ
リ
ト
リ
セ
ン

キ リ ト リ セ ン

家族無料観覧券
有効期間

平成26年11月15日㈯から12月14日㈰まで
この券を切り取り、登城の際に料金所に提出してくだ
さい。1枚につき、1家族が無料で観覧できます。

竹田市教育委員会文化財課
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年　金
　
納めた国民年金保険料は全額が社会保険料
控除の対象です。
　国民年金保険料は所得税法及び地方税法上、健康保
険や厚生年金などの社会保険料を納めた場合と同様に、
社会保険料控除としてその年の課税所得から控除され、
税額が軽減されます。
　控除の対象となるのは、平成26年１月から12月まで
に納められた保険料の全額です。過去の年度分や追納
された保険料も含まれます。
　また、ご自身の保険料だけではなく、配偶者やご家
族（お子様等）の負担すべき国民年金保険料を支払って
いる場合、その保険料も合わせて控除が受けられます。
　なお、平成26年中に納付した国民年金保険料につい
て、社会保険料控除を受けるためには、年末調整や確
定申告を行うときに、領収証書など保険料を支払った
ことを証明する書類の添付が必要となります。
　このため、平成26年１月１日から9月30日までの間に
国民年金保険料を納付された方には、11月上旬に日本年
金機構から「社会保険料（国民年金保険料）控除証明書」が
送られますので、申告書の提出の際には必ずこの証明書
または領収証書を添付してください。（平成26年10月1日
から12月31日までの間に、今年はじめて国民年金保険料
を納められた方へは、翌年の2月上旬に送られます）
　税法上とても有利な国民年金は、老後はもちろん不慮
の事故など万一のときにも心強い味方となる制度です。
保険料は納め忘れのないようキチンと納めましょう。
●お問い合せ　
　大分年金事務所　国民年金課　☎097-552-1211

消費者行政
消費生活相談窓口からのお知らせ

－借金問題でお困りの方へ－
１．趣旨

　全国一斉「多重債務者相談強化キャンペーン2014」
を実施中です。その一環として、借金・債務整理無料
相談会を開催し、弁護士・司法書士が相談に応じます。

２．日時・開催場所
11月11日㈫ 13：00～16：00 宇佐市
11月12日㈬ 13：00～16：00 杵築市
11月13日㈭ 13：00～16：00 九重町
11月20日㈭ 13：00～16：00 由布市

※電話による事前予約制
３．内容
　　弁護士、司法書士が多重債務に関する無料相談（約

30分）を行います。
●お問い合せ　竹田市消費生活センター（竹田市市民

課内）　☎63-4834

税　務
差押財産合同公売会を開催します
　竹田市では市税等徴収のため差押えた動産の公売を
実施しています。今回は佐伯市、臼杵市、大分県との
合同で下記のとおり公売会を実施します。
日　時　平成26年11月30日㈰
　　　　開場9：30　入札開始10：00
会　場　佐伯市弥生B&G海洋センター体育館（佐伯市弥

生大字上小倉1222番地）
公売予定物品数
　　　　約200点（日用品、電化製品、釣具など）
公売方法　入札形式
必要なもの　①印鑑　　②購入代金　　③身分証明書
　　　　　　④委任状（代理人が入札する場合）
●お問い合せ　
　竹田市税務課管理係　☎63-1111（内線122）

個人住民税の給与からの「特別徴収」とは？
給与からの特別徴収とは

　事業主（給与支払者）が、所得税の源泉徴収と同様に
個人住民税の納税義務者である従業員等（給与所得者）
に代わって、毎月支払う給与から個人住民税を徴収し
納入していただく制度です。
※地方税法第321条の４及び各市町村の条例により定め

られています。
　まだ、特別徴収を実施されていない事業主の皆様は、
特別徴収への切り替えに必要な手続を、従業員の住所
地の市町村税務担当課宛てに行っていただきますよう
お願いします。
※退職者や専従者給与、定期的に給与が支給されない

方や給与から税額を引ききれない方は、普通徴収にで
きます。

特別徴収は従業員に以下のようなメリットがあります
①従業員が自ら金融機関に出向き納税をする手間が省

けます。
②給与から引かれるので、納め忘れがありません。
③毎月の給与から年12回に分けて引かれるので、１回当

たりの負担が少なくなります。  
　（特別徴収でない場合は、原則として１年分を４回で

納めていただきます）
特別徴収は事業主の方に税額を計算していただく必要
はありません
　個人住民税は、前年中の所得に対して課税されるた
め、所得税のように事業主が税額を計算する必要はあ
りません。
◎個人住民税の特別徴収の方法による納税のしくみ岡城跡のボランティア石垣清掃 

　10月18日、国指定史跡「岡城跡」
で九州電力とグループ企業職員ほか、
市職員ら約120人が石垣の雑草や雑
木を取り除くボランティア作業を行
いました。 
　美しい紅葉を楽しみにお越しにな
るお客様をきれいな石垣で迎えるこ
とができます。
　ご協力ありがとうございました。 
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普通徴収理由内訳書
　一定の事由により個人住民税の特別徴収を行うこと
ができない場合は、給与支払報告書と共に「普通徴収理
由内訳書」の提出をお願いいたします。

Ａ：総受給者数が２名以下
竹田市外の受給者を含む全受給者が2名以下の場合
は普通徴収を選択できます。

Ｂ：他事業所での特徴者・乙欄該当者
　他の事業所で特別徴収している場合をいいます。

Ｃ：給与から税額が引ききれない
27年中の給与支払が大幅に減る見込みのため税額
が引けなくなる場合をいいます。

Ｄ：給与支払日が不定期
給与の支払が毎月でなく不定期で月々の天引きが不
可能な場合をいいます。

Ｅ：退職者・退職予定者
平成26年度の退職者、平成27年3月末までに退職予
定の方。

●お問い合せ　
　竹田市税務課　☎63-1111（内線125・126・127）

竹田税務署からのお知らせ
●平成26年分給与所得の年末調整説明会

開　催　日　時 場　　　所 対　象　者
11月17日㈪
午後2時～午後3時30分

竹田市本庁舎
３階会議室　

荻地域、久住地域、直入
地域の源泉徴収義務者

11月18日㈫
午前10時～午前11時30分 竹田市（上記以外）の源泉

徴収義務者11月18日㈫
午後2時～午後3時30分

消　防
平成26年秋の全国火災予防運動   11月9日㈰～15日㈯

「もういいかい   火を消すまでは   まあだだよ」
 （平成26年度 全国統一防火標語）

　11月９日㈰から15日㈯の間、秋の全国火災予防運動
が実施されます。
　期間中は消防団による火災防御訓練や、消防車輌に
よる防火広報を行い、火の用心を呼びかけます。これ
からの季節は空気が乾燥し、暖房器具等の使用も増え、
火災が発生しやすい時期になります。火の取り扱いに
十分注意をしてください。
　竹田市では、今年25件の火災が発生しています。出
火原因の多くが、枯れ草等の焼却中に周囲に延焼し、
火災になったものです。枯れ草等を焼却する場合は、
消防署へ届出をお願いします。

背負い式消火水のう（ジェットシューター）の貸出
しを行っています！
　寄せ焼きなどを行う際に、延焼を防止する消火器具
として「背負い式消火水のう（ジェットシューター）」の
貸出しを行っています。希望される方は竹田市消防本
部・消防団各分団または竹田市各支所へお問い合わせ
ください。
●お問い合せ　竹田市消防本部　☎63-0119

市民課
ご存知ですか？本人通知制度
住民票の写し等の第三者交付に係る本人通知制度について
　竹田市では、住民票の写しや戸籍謄抄本などの第三
者交付に係る「本人通知制度」を実施しています。
　この制度は、本籍が記載された住民票の写しや戸籍
謄抄本などを第三者（本人の代理人を含む）に交付した
時に、その交付の事実を事前に登録した本人に対して
通知するものです（※但し、請求者の氏名・住所等は通
知されません）。
　この通知により委任状の偽造などによる不正請求・
取得の早期発見や、身元調査の抑止につながることが
期待されます。
○申請に必要なもの
　印鑑と下記の書類を持参してください。
　・本人確認書類（運転免許証など）
　・法定代理人…法定代理人の資格を有する証明書類等
　　　　　　　　法定代理人の本人確認書類
　・任意代理人…委任状、任意代理人の本人確認書類
○受付窓口　竹田市市民課、各支所いきいき市民課
※詳細は竹田市市民課（☎63-4804）、各支所いきいき

市民課までお問い合わせください。なお、竹田市の
ホームページにも掲示しています。
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：
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・
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、

佐
久

間
盛

政
（

玄
蕃

）と
虎

姫
展

」〔
資

料
展

〕
13

：
00

-2
1：

30
（

最
終

日
は

19
：

00
ま

で
） 

※
入

場
無

料（
友

修
別

館
）

～
23

日
㈰

ま
で

 ㉄
竹

田
と

金
沢

を
結

ぶ
会

 ☎
09

0-
11

65
-4

74
5

・「
竹

楽
」安

全
祈

願
祭

並
び

に
オ

ー
プ

ニ
ン

グ
セ

レ
モ

ニ
ー

15
：

45
～（

「
十

六
羅

漢
」石

段
下

）

・
20

14
南

山
荘

ふ
れ

あ
い

祭
り

13
:0

0
～（

南
山

荘
） 

　
※

民
踊

や
神

楽
、

フ
ー

ド
コ

ー
ナ

ー
等

あ
り

・
た

け
た

竹
灯

籠
「

竹
楽

」
   

17
:0

0-
21

:0
0

23
勤

労
感

謝
の

日
24

振
替

休
日

25
26

27
28

29
・

た
け

た
竹

灯
籠「

竹
楽

」1
7：

00
-2

1：
00

・
第

23
回

入
田

地
区

合
同

文
化

祭
・

敬
老

会
10

：
00

～（
祖

峰
小

学
校

体
育

館
）

・「
鬼

玄
蕃

と
虎

姫
」出

版
記

念
講

演
会

13
：

30
-1

5：
30

 ※
入

場
無

料（
秋

山
巌

版
画

館
２

階
）㉄

竹
田

と
金

沢
を

結
ぶ

会
 ☎

09
0-

11
65

-4
74

5

・
第

５
回

廣
瀬

武
夫

杯
争

奪
 少

年
柔

道
大

会
 9

:3
0開

会
式

※
海

上
自

衛
隊

所
蔵「

廣
瀬

武
夫

柔
道

着
」特

別
展

示（
大

分
県

立
竹

田
高

校
体

育
館

）
・

奏
リ

コ
ー

ダ
ー

ア
ン

サ
ン

ブ
ル

第
10

回
定

期
演

奏
会

 1
3：

30
開

場
・

14
：

00
開

演（
久

住
公

民
館

く
じ

ゅ
う

サ
ン

ホ
ー

ル
）　

・
お

は
な

し
の

へ
や

10
：

30
-

11
：

00
（

竹
田

市
立

図
書

館
え

ほ
ん

の
へ

や
）

・
こ

こ
ろ

の
健

康
相

談
13

：
30

-1
5：

30
（

竹
田

市
総

合
社

会
福

祉
セ

ン
タ

ー
）：

要
予

約（
☎

63
-3

34
6）

・
陽

目
の

里「
名

水
茶

屋
」休

業
日

・
竹

田
温

泉「
花

水
月

」休
館

日
・〔

水
琴

館
〕企

画
展『

工
藤

敬
一

写
真

展
』 ～

12
/7

㈰
ま

で
・

こ
こ

ろ
の

健
康

相
談

13
：

30
-1

5：
30

（
久

住
保

健
セ

ン
タ

ー
）：

要
予

約（
☎

63
-3

34
6）

・
第

61
回

ピ
ノ

キ
オ

コ
ン

サ
ー

ト
～

大
人

と
子

ど
も

の
た

め
の

音
・

楽
・

会
at

竹
田

市
立

久
住

中
学

校
 1

4：
50

開
演

 1
5：

40
終

演
予

定
 ㉄

久
住

中
学

校
 ☎

76
-0

04
9

・「
市

長
と

ふ
る

さ
と

竹
田

を
考

え
る

」各
学

校
訪

問
事

業
10

：
40

-1
1：

30
（

竹
田

南
部

中
学

校
）

・「
絞

り
染

め
“豊

後
”に

出
会

う
旅

」展
 〔

オ
ー

プ
ニ

ン
グ

セ
レ

モ
ニ

ー
 〕

13
:0

0～
〔

安
藤

宏
子

先
生

記
念

講
演

会
〕

14
:0

0～
 

・
小

中
学

生
対

象
　

絞
り

染
め

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
  1

2：
00

～
15

：
00

（
Ｔ

Ｓ
Ｇ

竹
田

総
合

学
院

）〔
申

込
み

：
竹

田
市

企
画

情
報

課
 ☎

 
63

-4
80

1〕

30 ・
平

成
26

度
大

分
県

消
防

大
会

 9：
30

～（
久

住
公

民
館

く
じ

ゅ
う

サ
ン

ホ
ー

ル
）

・「
ワ

ク
ワ

ク
長

湯
劇

団
  旗

揚
げ

公
演

」1
3：

30
開

場
　

14
：

00
開

演
 ※

入
場

無
料

（
直

入
公

民
館

大
ホ

ー
ル

） 

12
 月

 1
 日

㈪
  　

【
納

期
限

】〔
市

税
〕 ・

固
定

資
産

税
４

期
、

国
民

健
康

保
険

税
８

期
、

介
護

保
険

料
・

後
期

高
齢

者
医

療
保

険
料

５
期

　
12

 月
 2

 日
㈫

　
・

お
は

な
し

の
へ

や
 1

0:
30

-1
1：

00
（

竹
田

市
立

図
書

館
え

ほ
ん

の
へ

や
）

　
・「

市
長

と
ふ

る
さ

と
竹

田
を

考
え

る
」 

各
学

校
訪

問
事

業（
荻

小
学

校
）

12
月

５
日

㈮
　

・
久

住
地

域
人

権
啓

発
推

進
講

演
会

 1
8：

00
～（

久
住

公
民

館
く

じ
ゅ

う
サ

ン
ホ

ー
ル

） 
12

月
６

日
㈯

　
・

荻
地

域
人

権
啓

発
推

進
講

演
会

 1
3：

30
～

 （
緑

ヶ
丘

中
学

校
体

育
館

） 
　

・
第

10
回

歳
末

助
け

合
い

チ
ャ

リ
テ

ィ
ー

シ
ョ

ー
【

午
前

の
部

】
10

:0
0～

12
:0

0／
【

午
後

の
部

】
14

:0
0～

16
:0

0 （
直

入
公

民
館

）
12

月
７

日
㈰

　
・

直
入

地
域

人
権

啓
発

推
進

講
演

会
 1

4：
00

～
　

（
直

入
公

民
館

大
ホ

ー
ル

）

　
日

　
時

　
　

11
月

14
日

㈮
18

：
30

～
20

：
30

　
場

　
所

　
　

竹
田

市
総

合
社

会
福

祉
セ

ン
タ

ー
多

目
的

ホ
ー

ル
　

講
　

演
　

　 「
父

親
を

楽
し

も
う

！
～

笑
っ

て
い

る
父

親
が

社
会

を
変

え
る

～
」

　
講

　
師

　
　

安
藤

 哲
也

氏（
Ｎ

Ｐ
Ｏ

法
人

タ
イ

ガ
ー

マ
ス

ク
基

金
代

表
理

事
）

●
お

問
い

合
せ

　
竹

田
市

人
権

・
同

和
対

策
課

　
☎

63
-1

11
1（

内
線

29
0）

日
　

時
　

11
月

19
日

㈬
 1

5：
00

～
会

　
場

　
竹

田
市

本
庁

舎
３

階
会

議
室

テ
ー

マ
　「

身
近

に
あ

る
人

権
・

同
和

問
題

と
そ

の
背

景
」

講
　

師
　

大
分

県
人

権
問

題
講

師
団

　
　

　
　

後
藤

  群
逸

氏
●

お
問

い
合

せ
　

竹
田

市
教

育
委

員
会

　
生

涯
学

習
課

　
☎

63
-4

81
7

※
受

講
を

希
望

さ
れ

る
方

は
事

前
に

ご
連

絡
く

だ
さ

い
。

■
20

14
年

12
月

上
旬

の
予

定
平
成
26
年
度
　
竹
田
市
男
女
共
同
参
画
推
進
大
会

人
権

学
習

学
級

「
人
権
に
つ
い
て
一
緒
に

考
え
て
み
ま
せ
ん
か
？
」

「
陽

目
の

里
名

水
茶

屋
」の

年
内

の
営

業
は

、
11

月
30

日
迄

で
す

。



たけたん情報　平成26年11月号 ❺

11
月

竹
田
市
の
こ
よ
み

20
14
年（
平
成
26
年
）

※
１

竹
田

市
歩

こ
う

会
 ☎

62
-2

50
1（

山
本

）
※

２
竹

田
創

生
館

 ☎
62

-4
10

0
農

業
委

員
会

事
務

局
農

地
係

か
ら

の
お

知
ら

せ
・

農
地

に
係

る
各

種
申

請
受

付
の

締
め

切
り

は
、

毎
月

15
日

で
す（

15
日

が
土

日
の

場
合

は
直

前
の

金
曜

が
締

切
日

と
な

り
ま

す
）。

●
お

問
い

合
せ

　
竹

田
市

農
業

委
員

会
事

務
局

　
☎

63
-4

81
5

日
SU

N
月

MO
N
火

TU
E
水

WE
D
木

TH
U
金

FR
I
土

SA
T

1
・〔

御
客

屋
〕「

熊
本

県
立

大
津

高
等

学
校

美
術

コ
ー

ス
絵

画
展

」 ～
11

/3
0㈰

・
田

能
村

竹
田

18
0年

祭【
茶

掛
展

・
遺

墨
展

】
9：

00
～（

旧
竹

田
荘

画
聖

堂
）

・
第

27
回

西
部

グ
ラ

イ
ダ

ー
競

技
会

（
久

住
滑

空
場

格
納

庫
前

）
～

９
日

㈰
ま

で
・〔

歴
史

資
料

館
〕特

別
展『

中
川

秀
成

の
戦

い
～

佐
賀

関
合

戦
を

読
む

～
』～

12
/1

4ま
で

・〔
水

琴
館

〕企
画

展『
二

九
志

乃
会

作
品

展
』～

11
/9

ま
で

2
3

文
化

の
日

4
5

6
7

8
・

竹
田

市
消

防
団

竹
田

方
面

隊
第

４
分

団「
火

災
防

御
訓

練
」7

:0
0～

（
入

田
地

区
）

・
田

能
村

竹
田

18
0年

祭【
茶

会
】

～
3

日
ま

で
 9：

00
～（

旧
竹

田
荘

母
屋

）
・

第
15

回
嫗

岳
地

区
文

化
祭

並
び

に
敬

老
会

  1
0：

00
～（

嫗
岳

分
館

体
育

館
及

び
あ

祖
母

学
舎

）
・

宮
砥

地
区

文
化

祭
10

：
30

～（
宮

砥
分

館
体

育
館

）
・

 第
26

回
メ

ン
ヒ

ル
の

里
お

こ
し

弓
祭

り
大

会
 1

3：
00

～（
森

八
幡

社
境

内
）

・
第

９
回

ト
マ

ト
天

国
in

お
ぎ・

第
35

回
荻

ふ
る

さ
と

祭
り

 
9：

00
～（

荻
福

祉
健

康
エ

リ
ア

）
・

第
66

回
画

聖「
田

能
村

竹
田

」
先

生
を

し
の

ぶ
美

術
祭

表
彰

式
 1

0：
30

～（
久

住
公

民
館

く
じ

ゅ
う

サ
ン

ホ
ー

ル
）

・
竹

田
市

功
労

者
表

彰
式

 1
3：

00
～（

竹
田

市
総

合
社

会
福

祉
セ

ン
タ

ー
）

・
荻

の
里

温
泉

休
館

日
・

お
は

な
し

の
へ

や
10

：
30

-
11

：
00

（
竹

田
市

立
図

書
館

え
ほ

ん
の

へ
や

）
・

こ
こ

ろ
の

健
康

相
談

 1
3：

30
-1

5：
30

（
直

入
保

健
福

祉
セ

ン
タ

ー
）：

要
予

約
（

☎
63

-3
34

6）

・
県

下
一

斉
情

報
伝

達
訓

練（
サ

イ
レ

ン
吹

鳴
）

10
：

00
～

・
第

12
回

竹
田

市
農

業
委

員
会

総
会

 
9：

30
～（

竹
田

市
本

庁
舎

３
階

委
員

会
室

）
・

陽
目

の
里「

名
水

茶
屋

」休
業

日
・

４
・

10
か

月
児

健
康

診
査〔

4か
月

〕
13

：
00

-1
3：

15
受

付
  〔

10
か

月
〕

13
：

15
-1

3：
30

受
付（

竹
田

市
総

合
社

会
福

祉
セ

ン
タ

ー
）※

15
：

30
終

了
予

定
・

ブ
ッ

ク
ス

タ
ー

ト
13

：
30

～（
竹

田
市

総
合

社
会

福
祉

セ
ン

タ
ー

）

・
健

康
相

談
 8：

30
～

10
：

30
（

竹
田

市
総

合
社

会
福

祉
セ

ン
タ

ー
　

保
健

指
導

室
）

・
竹

田
温

泉「
花

水
月

」休
館

日

・
暮

ら
し

の
サ

ポ
ー

ト
セ

ン
タ

ー
・

荻「
し

ら
み

ず
」

設
立

総
会

 1
4：

00
-1

6：
00

（
竹

田
市

荻
老

人
福

祉
セ

ン
タ

ー
）

・
第

24
回

全
国

消
防

操
法

大
会

 9：
00

～（
東

京
臨

海
広

域
防

災
公

園
）

※
竹

田
市

消
防

団
直

入
方

面
隊

第
1分

団
第

3部
（

小
型

ポ
ン

プ
操

法
の

部
）出

場
・

第
42

回
荻

地
域

男
子

バ
レ

ー
ボ

ー
ル

大
会

 9：
00

～（
緑

ヶ
丘

中
学

校
・

荻
小

学
校

・
荻

公
民

館
　

各
体

育
館

　
※

開
会

式
は

緑
ヶ

丘
中

学
校

体
育

館
）

・
童

謡
と

絵
本

の
会

 1
0：

00
-1

1：
30

（
佐

藤
義

美
記

念
館

こ
の

こ
の

お
う

ち
）

9
10

技
能

の
日

11
12

13
14

15
・

第
47

回
荻

地
域

女
子

バ
レ

ー
ボ

ー
ル

大
会

9：
00

～（
緑

ヶ
丘

中
学

校
・

荻
小

学
校

・
荻

公
民

館
　

各
体

育
館

　
※

開
会

式
は

緑
ヶ

丘
中

学
校

体
育

館
）

・
平

成
26

年
度

竹
田

市
文

化
連

盟
秋

季
芸

能
祭

 1
1：

00
～（

久
住

公
民

館
く

じ
ゅ

う
サ

ン
ホ

ー
ル

）
・

叶
野

自
治

会
収

穫
祭

・
健

康
ま

つ
り

に
伴

う
講

演
：

演
題「

語
ろ

う
！

考
え

よ
う

！
ふ

る
さ

と
～

心
の

源
」1

5：
00

-1
6：

00
（

叶
野

自
治

会
公

民
館

）

・〔
水

琴
館

〕企
画

展『
大

分
県

市
町

村
職

員
年

金
者

連
盟

竹
田

支
部

第
３

回
趣

味
展

』 
～

 1
1/

16
ま

で
・

お
は

な
し

の
へ

や
10

：
30

-
11

：
00

（
竹

田
市

立
図

書
館

え
ほ

ん
の

へ
や

）

・
陽

目
の

里「
名

水
茶

屋
」休

業
日

・
子

牛
市

場
 9：

30
セ

リ
開

始
（

豊
後

豊
肥

家
畜

市
場

）

・
お

は
な

し
ル

ー
ム
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：
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・
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融

取
引

等
の

基
礎

知
識

に
つ

い
て

等
（

九
州

財
務

局
）〔

第
２
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：
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講
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・
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齢
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Ｏ
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：
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＆
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験
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／
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児
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月
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よ
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催
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催
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所
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問
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龍
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講
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光
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落
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収
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験
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〕
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２
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・【
荻

・
久

住
・

直
入

地
域

の
源

泉
徴

収
義

務
者

】年
末

調
整

説
明

会
14

：
00

-1
5：

30（
竹

田
市

本
庁

舎
3階

会
議

室
）

・
荻
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湯
」休

館
日

・
陽

目
の

里「
名

水
茶
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農　業
「農業就職ガイダンス・農業法人合同就職相談会」

　農業法人等に雇用されて働いてみたい方を対象にガイダ
ンス及び相談会が開催されます。ガイダンスでは、農業法
人で雇用されて働いている先輩就農者の方の講演があり、
農業について理解を深めることができます。相談会には法
人20社がブースを出展予定で、企業担当者と直接話をす
ることができます。
日　時　12月６日㈯　11：00～16：00　
　　　　ガイダンス（11：00～13：00）　相談会（11：00～16：00）
場　所　コンパルホール多目的ホール（大分市）
申込み　ガイダンス（要事前申込）　相談会（申込不要）
料　金　無  料
●お問い合せ　大分県農業会議　☎097-532-4385

福　祉
病児・病後児保育が始まります
　小さいお子さんが病気になると、看病のため仕事を休む
などの経験があるかと思います。竹田市では、子育てと就
労等の両立を支援し、より子育てしやすい環境を整えるた
め、病気の急変の予見がなく、回復期にある児童を一時的
にお預かりする「病児・病後児保育室　すずめの子」（竹田
市社会福祉協議会玉来分所併設）を本年度開設します。

【利用できる方】
　次のすべてに該当する児童です。
①市内に住所があり、現在保育園（所）・幼稚園・小学校に

通っている児童で、概ね６か月から小学校３年生まで
②病気の急変期の予見がなく、回復期にあるが、集団活動

が困難であること
③保護者の勤務等の都合で、家庭での保育が困難であるこ

と
【開設時期】 12月上旬
【登録方法】
・事前に「病児・病後児保育事業利用登録申請書」に必要

事項を記入の上、福祉事務所子育て支援係または各支所
いきいき市民課まで提出し、登録をお願いします。なお、
申請書については11月以降、現在通っている園（所）や
学校等を通じて配布するほか、市のホームページに掲載
予定です。

【利用の流れ】
①予　約

　利用希望日の前日までに直接、「すずめの子」に電話し
て予約してください。

②医師の受診
　かかりつけ医で受診し、病児保育室の利用を希望する
ことを医師に伝え「病児・病後児保育病状連絡票」を発行
してもらいます。（医療機関毎に文書料が発生します）

③利　用
　「利用申請書」と「連絡票」、保育に必要なものを持って
病児保育室「すずめの子」へお越しください。

【利用料】
・利用時間に関わらず一律1,000円。ただし生活保護受給

者及び住民税非課税世帯は無料。
【利用にあたっての注意】
・１日の利用定員が決まっているため、希望に添えない場

合があります。
・預かりの途中で容態が変わった場合等は、保護者の方に

お迎えをお願いします。
●お問い合せ　竹田市福祉事務所子育て支援係 ☎63-4811
　※詳細は、市報12月号でお知らせします。

11月は「児童虐待防止推進月間」です
平成26年度推進月間標語

『ためらわず　知らせてつなぐ　命の輪』
　児童虐待に関する相談対応件数は依然として増加してお
り、特に子どもの生命が奪われるなど重大な事件も後を絶
たない状況において、児童虐待問題は社会全体で解決すべ
き重要な課題となっています。
　このため、11月を児童虐待防止推進月間と定め、家庭
や学校、地域など社会全般にわたり、深い関心と理解が得
られるように取り組みを推進することとしています。
　児童虐待について見たり、聞いたり、不審に思われる場
合は、児童相談所や福祉事務所へご連絡ください。連絡い
ただいた方の個人情報、秘密事項は厳守します。
●ご連絡・お問い合せ　
　児童相談所全国共通ダイヤル（☎0570-064-000）
　大 分 県 中 央 児 童 相 談 所（☎097-544-2016）
　竹 田 市 福 祉 事 務 所（☎0974-63-4811）

住　宅
公営住宅の入居者を募集します
１．公営住宅（市営４戸、県営６戸）

地　域 住　宅　名 戸数 備　考

竹　田
玉来第２団地 1 単身可能

七里団地 1 ※1
県営下矢倉住宅 6 ※2

久　住 桐迫住宅 2 単身可能
※１ 高齢者・障がい者向け住宅
※２ 住宅の階数によって入居条件が異なります。セン

ターまでお問い合わせください。

2．特定公共賃貸住宅（１戸）
地 域 住　宅　名 戸数 備　　考

竹 田 七里第２団地 1 35歳以下
単身のみ

申込方法
　竹田市住宅管理センター（市役所建設課内）または各支
所産業建設課に備え付けている入居申込書に必要事項を記
入の上、提出してください。なお、所得制限等の入居要件
がありますのでご注意ください。
募集期間　平成26年11月10日㈪～21日 ㈮
　　　　　※土・日を除く
抽　選　日　平成26年11月27日㈭　10時～ （市役所）
入居時期　12月中旬ごろ（県営は平成27年1月）
次回の募集月は平成27年１月です。
詳細は大分県住宅供給公社のホームページをご覧ください。
●お問い合せ
　竹田市住宅管理センター（市役所建設課内）　☎63-4400

相　談
全国一斉【女性の人権ホットライン】強化週間
　夫やパートナーからの暴力、職場でのセクシャルハラス
メント、つきまとい（ストーカー）、その他の人権問題の相
談ができます。秘密は厳守されますのでお気軽にご利用く
ださい。
日　　時　11月17日㈪～23日㈰
　　　　　平日　8：30～19：00　土・日　10：00～17：00
電話番号　0570-070-810　（全国共通／大分地方法務局）
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担　当　者　人権擁護委員　 法務局職員
●お問い合せ　大分地方法務局人権擁護課 ☎097-532-3368
※大分地方法務局では、上記以外でも平日の8：30から

17：15まで、専用電話（0570-070-810）や、面談でも常時
相談に応じています。

「視覚障がい教育相談（巡回相談）」
　大分県立盲学校では、視覚に関わる巡回教育相談を実施
いたします。
日　　時　12月４日㈭　10：30～15：00
場　　所　豊後大野市中央公民館
対　　象　視覚障がいのある幼児・児童・生徒・成人、及

びその保護者・関係者（保育士・教員等）
内　　容　家庭での接し方や、保育・教育・医療に関する

こと
申込方法　竹田市教育委員会学校教育課に「視覚障がい教

育相談票」がありますので、必要事項を記入の
上、お申し込みください。

申込期日　11月11日㈫
相談担当　大分県立盲学校（大分市金池町3-1-75）
　　　　　☎097-532-2638

無料「人権特設なんでも相談所」開設
　心配ごと、困っていること、何か心に引っかかることが
あれば、思い切って相談してください。秘密は守られま
す。難しい手続きもなく、相談料は無料です。
会　場 場　　所 電　 話 期　　日
竹　田 総合社会福祉センター 63-3360 12月5日㈮

荻 福祉健康エリア 68-3050 12月8日㈪
久　住 久住支所1F会議室 76-1111 12月8日㈪
直　入 直入公民館 75-2240 12月4日㈭

〔相談時間〕10：00～15：00 
●お問い合せ　竹田人権擁護委員協議会・大分地方法務局

竹田支局　☎62-2315

募　集
五感で巡る竹田遺産の旅　参加者募集

～南蛮文化振興室 室長 後藤篤美氏ガイド付！！～
開催日　12月10日㈬　
テーマ　【“隠し”キリシタンの里巡り】
参加費　1,500円（昼食代・資料代）　　
定　員　20名
行　程　〔直入支所（9：00）／久住支所（9：30）／荻エリ

ア（9：30）〕　文化会館駐車場集合（10：00）→
サンチャゴの鐘、古田織部灯篭（歴史資料館）→

キリシタン洞窟礼拝堂→久戸稲荷→聖ヤコブ像
※特別展示→昼食→瀧廉太郎記念館→鏡処刑場
跡→岡城跡・二の丸井戸→文化会館駐車場到着

（15：00頃）→〔各支所等〕
※滑りにくい靴でご参加をお願いします
※申込み締切　12月８日㈪まで
●お申込み　竹田市観光ツーリズム協会　☎63-0585
〔次回予告〕　3月27日㈮　テーマ　【しだれ桜観賞と歴
史ロマンの旅】

平成26年度陸上自衛隊、高等工科学校生徒を募集します
対　象　者　15歳以上17歳未満の男子
受付期間　平成26年11月１日㈯～平成27年１月９日㈮
試験期日・場所
　　　　　平成27年1月24日㈯　大分商工会議所
●お問い合せ 　
　自衛隊大分地方協力本部竹田地域事務所　☎63-3320

求　人 ハローワーク豊後大野竹田市ふるさとハローワーク ☎63-1101

①栄養士1人15.2万円　②自動車整備工1人18～23万円　
③店長候補1人18～28万円　④農業スタッフ3人18～25.7
万円　⑤介護助手1人13.2～15.4万円　⑥ホールスタッフ
1人18～25万円　⑦建築技術者2人20～35万円　⑧調理員
1人14.4～14.9万円　⑨フロント係1人12.6～15.2万円　
⑩介護業務1人14～16万円　⑪測量員2人15～30万円　⑫
ガソリンスタンドスタッフ1人12.3万円

〔パート求人（時給）〕
⑬清掃作業員1人750～777円　⑭医療事務1人700～750
円　⑮接客係2人750～800円　⑯作業員3人700～800円 
⑰書店販売員1人700円　⑱弁当製造販売員1人700円　⑲
事務員1人690円　⑳調理補助員3人700円　㉑製造スタッ
フ2人750～850円　㉒袋詰め作業員1人677～680円　㉓
仕分作業員3人800円　 ㉔運転手1人800円

登録試験
臨時職員採用候補者名簿登録試験のお知らせ
　大分県では、県の本庁及び県内地方機関において事務補
助を行う臨時職員の採用候補者名簿登録試験を実施しま
す。
募集期間　平成26年12月８日㈪～平成27年１月７日㈬
試　験　日　平成27年１月31日㈯
　応募書式等は、平成26年12月１日㈪から県のホーム
ページに掲載し、大分県庁舎受付や県の各振興局等でも配
布します。

〔検索ワード〕　「臨時職員採用」「大分県人事課」
●お問い合せ　大分県人事課　☎097-506-2311
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休日及び夜間の在宅当番医
大久保病院　☎ 64-7777

〔受付時間〕　平日夜間18：00～21：00
　　　　　　土曜日13：00～21：00、休日8：30～21：00
竹田医師会病院　☎ 63-3241 

〔受付時間〕　平日 18:00～21:00、土曜日 13:00～21:00
　　　　　　日曜・祝祭日 8：30～21:00
　※原則として小学生以下の小児救急に関しては、小児科

輪番病院を受診してください。
　※なお、これまでどおり上記以外の曜日や時間帯につい

ても電話相談していただいて、診察可能と判断できれ
ば可能な限り対応いたします。

注意事項　・かかりつけの病院がある場合は、できるだけ
そこで診てもらうようお願いします。

　　　　　・事前に症状、年齢、その他必要事項を病院へ
電話連絡したうえで受診をしてください。

　　　　　・症状が重い場合は救急車を呼んでください。

小児科外来休日当番医院
当 番 日 医　療　機　関 電話番号

11月１日㈯
みやわき小児科（三重町） 0974-24-0230
三重東クリニック（三重町） 0974-22-6333
竹田市立こども診療所 0974-63-3838

11月２日㈰ 豊後大野市民病院（緒方町） 0974-42-3121
11月３日（月・祝） 豊後大野市民病院（緒方町） 0974-42-3121

11月８日㈯
みやわき小児科（三重町） 0974-24-0230
三重東クリニック（三重町） 0974-22-6333
竹田市立こども診療所 0974-63-3838

11月９日㈰ 豊後大野市民病院（緒方町） 0974-42-3121

11月15日㈯
みやわき小児科（三重町） 0974-24-0230
三重東クリニック（三重町） 0974-22-6333
竹田市立こども診療所 0974-63-3838

11月16日㈰ 豊後大野市民病院（緒方町） 0974-42-3121

11月22日㈯
みやわき小児科（三重町） 0974-24-0230
三重東クリニック（三重町） 0974-22-6333
竹田市立こども診療所 0974-63-3838

11月23日㈰ 豊後大野市民病院（緒方町） 0974-42-3121
11月24日（月・振） 豊後大野市民病院（緒方町） 0974-42-3121

11月29日㈯
みやわき小児科（三重町） 0974-24-0230
三重東クリニック（三重町） 0974-22-6333
竹田市立こども診療所 0974-63-3838

11月30日㈰ みやわき小児科（三重町） 0974-24-0230

12月６日㈯
みやわき小児科（三重町） 0974-24-0230
三重東クリニック（三重町） 0974-22-6333
竹田市立こども診療所 0974-63-3838

12月７日㈰ 豊後大野市民病院（緒方町） 0974-42-3121

受付時間　8：30～11：30（こども診療所は9：00～11：30）
診療時間　9：00～12：00（三重東クリニックは8：30～12：00）
※土曜日については、上記以外にも診療を行っているとこ

ろがあります。
受診時の注意　当番院は、やむを得ず変更になる場合があ

ります。あらかじめ当番院または竹田市消防署（☎ 63-
0119）にお電話で確認されるようお願いします。また、

院外薬局が休みの場合は、あらかじめ用意された約束処
方となることがありますので、ご了承ください。

歯科休日当番医院
当 番 日 医療機関 電話番号

11/２㈰ 長湯ごとう歯科（直入） 75-3001 
11/3(月・祝) まつもと歯科クリニック（竹田） 62-2400

11/９㈰ 久住加藤医院　歯科診療部（久住） 76-0008
11/16㈰ 竹田市荻歯科診療所（荻） 68-3263
11/23㈰ 長湯ごとう歯科（直入） 75-3001

11/24(月・振) 竹下歯科医院（竹田） 62-2662
11/30㈰ 歯科筑紫医院（久住） 76-0024

※診療時間 9：00～12：00（受付11：30まで）
※診療時間を確認のうえ、受診してください。
○大分県歯科医師会　☎097-545-3151
　http：www.oita-dental-a.or.jp/

　　　　　たけたケーブルテレビ

  たけた市民チャンネル11月番組情報
第66回 瀧廉太郎を偲ぶ音楽祭	
　11月１日㈯開催の「第66回瀧廉太郎を偲ぶ音楽祭」の模様
を第１部・第２部に分けてお届けします。
第１部では、幼稚園・支援学校・小学校の模様を、第２部
では中学校の模様をお届けします。	
			 

【放送日】
（第１部）11月８日、15日、22日、29日　土曜日 午後７時～
（第２部）11月９日、16日、23日、30日　日曜日 午後８時～
※都合により放送時間を、変更する場合がありますのでご

了承ください。

応援をお願いします！
第68回竹田市駅伝競走大会
日　時　11月16日㈰　10：00出発（文化会館前）
開会式　9：15（竹田市総合運動公園駐車場）
閉会式　12：00予定（総合運動公園　陸上競技場内）
区　間　第１区　文化会館前～入田郵便局前…3.9km
　　　　第２区　入田郵便局前～入田分館前…1.9km

（女性区間）旧入田駐在所前折り返し
　　　　第３区　入田分館前～旧祖峰中前……3.0km
　　　　第４区　旧祖峰中前～高山橋手前……2.4km
　　　　第５区　高山橋手前～入田分館前……5.4km
　　　　第６区　入田分館前～小高野入口……3.3km
　　　　第７区　小高野入口～文化会館前……2.2km
　　　　　　　　　（シニア区間）   　合　計　22.1km
●お問い合せ　竹田市教育委員会生涯学習課
　☎63-1111（内線344）
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超高齢社会の竹田市　関節疾患が増えています
　竹田市国保の医療費の中で、入院・外来と
もに上位に位置している疾患の１つが筋肉・
骨格の疾患です。その中でも、最も多いもの
が変形性関節症などの「関節疾患」です。
　被保険者千人当たりの件数を県や国と比べ
ると、大きく上回っています。多くの方が関
節疾患による痛み等で悩まされている実態が
あります。

「動きにくい」ので「動かない」と「動けなくなる」
　関節疾患で膝や腰に痛みが生じると、思うように身体を
動かすことができないことで閉じこもりがちになり、以前
よりも動かなくなることがあります。
　動かない状態が続くと、次第に筋力の低下・関節の拘
縮・骨の萎縮が起こり動けなくなってきます。心臓・肺の
機能も低下し、失禁や便秘をおこすこともあります。さら
に、意欲がなくなり、言葉や表情にメリハリがなくなりま
す。これらの状態を廃用性症候群と言い、竹田市の介護に
なった原因の第１位（約42％）となっています。
　つまり、寝たきり予防の上でも、関節疾患や廃用性症候
群は竹田市の中で大きな課題です。

 「まだ若いから関係ない？」いいえ、若いからこそ必要です
　関節疾患の予防のためには、関節を動かすこと、関節周囲
の筋肉を丈夫にしておくことなどが大切です。しかし、骨
や筋肉の量のピークは20～30代だということをご存知です
か？ 20代後半から50歳までに全体の約10％、50歳から80
歳までの間にさらに30％以上が減少すると言われています。
つまり、寝たきり予防は若い時から始めても、早すぎではあ
りません。
　そこで、おすすめは 「＋10（プラステン）」です。今より10
分多く身体を動かすことで「動けなくなる」ことを防ぎます。
　健康寿命を延ばして、人生の最後まで自分の足で歩けるよ
うに、今から寝たきり予防、始めませんか？

寝たきり予防は、何歳から？
【関節疾患件数（被保険者千人当たり）】

こんな「＋10」に
　　　トライしてみませんか？

・テレビを見ながらストレッチ

・仕事の休憩時間に散歩

・いつもより遠くまで歩いて買い物

・休日には外出を楽しむ

・歩幅を広くして、速く歩く 

・健康づくりの教室に参加する  など

たった10分
プラスするだけ

介護予防として「すごーく元気になる教室」を各地域で開催しています
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　国民健康保険（国保）は、職場などの健康保険や後期
高齢者医療制度に加入していない方を対象とした医療
保険で、加入者のみなさんに納めていただく国民健康
保険税（保険税）と国・県の負担金や交付金などをもと
に、市が運営しています。

●加入者の状況
　平成25年度の年間平均の被保険者数は7,449人で、
市民の３割の方が国保に加入していました。

●医療費の状況
　平成25年度の医療費総額は、約30億3千万円で、前
年度と比較すると約6千万円減少しました。
　しかし、一人当たり医療費は、前年度に比べ約4千
円増えました。

●収支状況
　平成25年度国民健康保険特別会計の歳出は、37億
8,576万円で前年度に比べ約7千万円増えています。
　そのうち約７割を占めるのが、加入者の医療費や出
産育児一時金などに充てる保険給付費で25億5,330万
円でした。前年度に比べて約5千万円減少しています。
　歳入の総額は、38億2,256千円で、前年度に比べて
約5千万円減っています。
　歳入のうち、約２割が加入者のみなさんに納めてい
ただいた保険税で、前年度に比べて約4千万円減少し
ています。

平成25年度国民健康保険の運営状況
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●保険税の納付は納期限までに
　病気やけがをしたときに、いつでも安心して治療が
受けられるように、加入者の皆さんが所得に応じて保
険税を出し合い、医療機関にかかるときの医療費に充
てようという「相互扶助」の制度です。
　保険税は、国保の運営に欠かすことのできない貴重
な財源ですので、納期限までに納付してください。

●保険税の納付は便利な口座振替で
　口座振替にすると、一度手続きをすれば翌年度も自
動的に継続するので納付の手間が省け、大変便利です。
・手続きに必要なもの　
　預金通帳、通帳届出印
・手続き場所

市役所税務課、各支所いきいき市民課、大分銀行、
豊和銀行、大分県信用組合、九州労働金庫、大分県
農業協同組合、ゆうちょ銀行

●納付困難な場合は早めに相談を
　保険税の未納がある場合、市は電話・訪問などによ
る催告を行い、納付を促します。
　それでも納付がない場合は、有効期間の短い「短期
被保険者証」、更に未納が続くと保険証の代わりに「被
保険者資格証明書」を発行します。その場合には、医
療機関を受診した際、一時的に医療費を全額自己負担

しなければなりません。
　また、特別な理由もなく未納が続く方には、保険税
負担の公平性を確保するため財産の差し押さえなどを
行います。
　失業や病気など、やむを得ない事情で納付できない
場合は、未納を放置せず、早めに税務課管理係（☎63-
4803）に相談ください。 

●医療費の伸びを抑制する特定健診
　高齢になると生活習慣病と呼ばれる糖尿病、高血圧、
心臓病、がん、脳卒中などの病気をかかえる方が増え、
病院にかかる割合が高くなります。生活習慣病は慢性
的な病気で完治することが難しく、ほかの病気も併発
しやすいため、治療期間が長くかかります。そのため、
医療費は増えています。
　市が実施する特定健診を元気なうちから利用する
と、無自覚・無症状で忍びよる、肥満、高血圧などを
早期に発見できます。また、治療中の方も、健診を受
けていない方より、毎年受けている方のほうが医療費
がお安く済んでいます。
　生活習慣病の早めの予防・治療が、医療費の伸びを
抑制し、保険税の負担を増やさないことにつながりま
す。
○お問い合せ   竹田市保険課 国保・高齢者医療係　
　☎63-1111（内線135.136.137） 

●ジェネリック医薬品の活用を
　ジェネリック医薬品（後発医薬品）とは、先発医薬品（新薬）の特許が切れた後
に、それと同じ有効成分で製造・販売される医薬品です。先発医薬品と比較し
て安価なものが多いため、医療費の自己負担の軽減や医療保険財政の改善につ
ながります。
　ジェネリック医薬品を希望する場合は、かかりけの医師や薬局の薬剤師にご
相談ください。

折
り
山

切り取ってご利用ください。

氏名

●変更可能であれば、ジェネリック医薬品へ変更を
お願いします。

※ジェネリック医薬品の品質・有効性・安全性等に
関するお問い合わせ

　PMDA （独）医薬品医療機器総合機構〈くすり相談窓口〉
　電話：０３- ３５０６- ９４５７

医師・薬剤師の皆様へ

私はジェネリック医薬品を希望します

ジェネリック医薬品
希望カード



2014年11月発行❹

～大切なのは、健康寿命～
￼ 平均寿命が世界トップクラスの日本。現在では、寿命の長さ

だけでなく、その質が問われる時代になっています。そこで、

ぜひ知ってほしい言葉が「健康寿命」です。

　健康寿命とは、健康上の問題がない状態で日常生活を送れる

期間のことをいいます。健康寿命と平均寿命の差が小さいほど、

寝たきりや介護が必要な期間が短いということになります。この健康寿命が限りなくゼロに近いことが健康で長

寿の社会であるといえます。

～今、注目はセルフメディケーション～
　「セルフメディケーション」という言葉をご存知です

か？『セルフ』は自分・自己という意味で『メディケー

ション』は病気を治すという言葉です。両方をつなげ

ると「自分で疾病を治す」ということになります。

　これは医師や医療スタッフに頼らずに自分勝手な健

康法を行うということではありません。医師や医療ス

タッフに任せてばかりではなく、自分の健康に関心を

もち「自分で自身の健康を管理する」ということです。

～まずはここから～
セルフチェック

　医療スタッフから「平熱は何度ですか？」「血圧はど
のくらい？」と聞かれて、あなたはすぐに答えること
ができますか？自分の健康状態を知っておかなくて
は、セルフメディケーションは実践できません。
　家庭血圧計など販売されており、日ごろから健康管

理が手軽にできるようになり
ました。また、健康管理の基本
として40歳をすぎたら、毎年
健診を受けるのは当たり前で
すよね。

くすりの説明書、見ていますか？

　病院や薬局で処方された薬はもちろん、市販の薬を
服用するとき、飲む前に必ずくすりの説明書を読んで
いますか？
　薬を安全にそして適切に服用することができるよ
うに、大切な情報が説明書にはわかりやすく、簡潔に
記載されています。
　飲む前には必ず説明書
を読むこと、説明書を捨て
ずに保存しておくことも
セルフメディケーション
の１つです。

《セルフメディケーションの効果》

毎日の健康管理の習慣が身につく

医療や薬の知識が身につく

疾患によっては、医療機関で受診する
手間と時間が省かれる

医療費の増加を抑える

セルフメディケーション で

健康寿命をのばす

竹田市の
健康寿命

竹田市の平均寿命
（健康寿命との差）

男性 77.60歳 80.53歳（約３年）

女性 79.74歳 86.34歳（約７年）


